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平成 26 年上半期火災・救急概況
　奈良県広域消防組合桜井消防署では、平成 26 年上半期（１月１日～６月 30 日）の火災、救急概況を取り
まとめました。火災件数は前年より５件増加の 24 件の火災が発生し、救急件数は前年より 80 件減少の 1,391
件の出動がありました。
＜火災の部＞
　火災件数（24 件）

建物 林野 車両 その他 爆発 合計

平成 26 年 11 ０ １ 12 ０ 24
平成 25 年 ３ ０ １ 15 ０ 19

＜救急の部＞
　救急件数（1,391 件）　搬送人員（1,326 人）

　

急病
交通
事故

一般
負傷

その他 合計

平成 26 年 854 139 199 199 1,391
平成 25 年 959 147 205 160 1,471
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☆ 火災・救急は 119 番 ☆
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みんなでつくろう！ 災害に強いまち
8 月 30 日～ 9 月 5 日は防災週間（9 月１日は防災の日）・

9 月 2、3 日は奈良県土砂災害防災の日です。
◆自主防災活動に取り組みましょう
　近年、私たちはテレビやラジオ等を通じて大規模な地震や集中豪雨
による大きな被害を目にすることが多くなっています。このような災
害は他人事ではなく、いつわれわれの身にふりかかってくるとも限り
ません。
　いざという時は、地域に住むみなさんが連携し、協力しあって地域
の被害を最小限に抑えることが必要ですが、このような活動は災害が
起こってから急にできるものではなく、身近なコミュニティ活動の一
環として日ごろから地域で取り組んでおくことが重要です。
　そこで、地域での防災活動に取り組む方法の１つとして「自主防災
組織」を結成するという方法があります。自主防災活動には、「こうし
なければならない」といった決まりごとはありませんので、それぞれ
の地域にあった方法で活動を始めてみてはいかがでしょうか？

【防災の日とは？】
1923 年のこの日に起きた「関東大
震災の教訓を忘れない」という意
味とともに、暦の上では二

にひゃくとおか

百十日
（立春から数えて 210 日目）にあた
り、台風シーズンを迎える時期で
もあるため、“ 災害への備えを怠ら
ないように ”とのいましめを込めて
1960 年に制定された記念日です。

避難準備情報
避難するのに時間を要する
高齢者などの要援護者は、
避難を始めてください。通
常の避難行動ができる人
は、避難準備を始めてくだ
さい。

避難勧告
避難対象地域内のすべての
住民は避難を始めてくださ
い。すぐに避難場所へ避難
してくだ
さい。

避難指示
避難中の住民は、直ちに避難を
完了してください。まだ、避難
していない住民は、直ちに避難
してください。もし避難する余
裕がなければ、建物の安全な所
に移るなど生命を守る最低限の
行動を取ってください。

※�避難に時間を要する高齢者などの避難行動を始めるときは、家族だけでなく地域住民のみなさんで助
け合って避難してください。

◆正確な情報を入手しましょう
　気象庁が発表する「特別警報・警報・注意報」、「地震情報」や市からお知らせする「避難勧告・指示」
などの情報は、市が無料で提供しているメール配信サービス（「桜井市安心安全システム」）に登録してい
ただくと便利です（ただし、パケット通信料等は個人負担です）。

携帯電話やパソコン
に、下記アドレスを
入力または QR コー
ドを読み込み接続し
ます。

「メール配信
登録／解除」
ボタンを押し
ます。

「配信内容」や「個人情
報の取扱」についての内
容を確認の上、「同意して
送信する」ボタンを押し
空メールを送ります。

すぐに返信メールが届
きますので、添付され
た URL に接続し、ガ
イドに従って登録して
ください。

《注意していただきたいこと》
　携帯電話で登録する場合、迷惑メール対策でドメイン（領
域）指定受信を設定している人は、次のアドレス（regusr@
md.otenki.jpおよび sakurai@md.otenki.jp）からのメー
ルを受信できるように設定してから登録してください。

《登録方法》
メール配信サービス
のアドレス
http://w1.otenki.jp/sakurai/

【危機管理課】

◆避難情報を正しく理解しましょう
　市は、集中豪雨や台風などにより、地域住民の避難が必要と判断し
た場合、次の順番で情報を発表します。
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平成 27 年度から　
　「子ども・子育て支援新制度」では、特に就学前の子どもと子育てをめぐる諸課題を解決するため、「教育・保
育の質や量を充実させること」「地域における子ども・子育て支援を充実させること」を目指して、桜井市子ど
も子育て会議等で検討しています。
★給付の仕組みが変わります
　幼稚園・保育所の利用者への公費給付について、これまではそれぞれ異なる給付の方法をとっていましたが、
新制度では、私立幼稚園を除いて給付が一本化されます。（公立幼稚園では、就園奨励費が公費給付にあたります。）
　この給付は利用者への個人給付ですが、利用者に直接給付するのではなく、利用している施設が代理で給付を
受け、利用者は施設からサービスの提供を受ける仕組みになります。
★手続きの流れはこれまでと大きくかわりませんが、各施設の手続きの流れは以下のとおりです。
①公立幼稚園等を利用希望の場合〈満３歳以上〉（幼稚園、認定こども園）

幼稚園等に
直接利用申込み
をします

②私立幼稚園等を利用希望の場合〈満３歳以上〉（幼稚園）
　　従来通りです。
③保育所等での保育を利用希望の場合（保育所、認定こども園、地域型保育）

市に「保育の
必要性」の認定を
申請します
※�利用希望申込も
同時にできます

※�認定こども園（三輪学園等）を利用する場合は、満３歳以上で幼稚園コースを希望する場合は①、保育所コー
スを希望する場合は③の手続きの流れが基本となります。
★契約・支払先は、利用する施設によって異なります。
　①認定こども園・公立幼稚園・公立保育所・地域型保育を利用する場合・・・
　　　利用者は施設・事業者と契約し、保育料を施設・事業者（公立保育所の場合は市）へ支払います。
　②私立保育所を利用する場合・・・利用者は市と契約し、保育料を市へ支払います。
　③私立幼稚園を利用する場合・・・利用希望される幼稚園に直接問い合わせてください。
★地域における子育て支援の充実へ
　子育てに関する相談窓口や、親子が交流できる場所を増やすなど、地域のニーズに応じた
　多様な子育て支援を目指します。

▽問い合わせ先　幼稚園関係　学校教育課（ 42 ‐ 9111 内線 607）
　　　　　　　　上記以外　　児童福祉課（ 42 ‐ 9111 内線 283）
※詳しい内容を知りたい人は、内閣府ホームページで。（http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html）

　
　市では、「子ども・子育て支援新制度」に向けて、
教育・保育施設や事業に関する基準の条例化を進め
ています。下記の条例案に対して、意見を募集します。
①�放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の
設置及び運営に関する基準を定める条例（案）
②�家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例（案）
③�特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例（案）

・��内容は児童福祉課、総務課情報公開コーナー等で閲
覧できます（土日・祝日を除く）。市ホームページ
にも掲載しています。

・��意見は個人情報を除いて公開する場合があります。
また、意見への個別対応はできません。

▽閲覧期間　９月１日（月）～�30 日（火）

▽ �応募方法　対象条例案を明記し、個人は住所・氏
名・年齢・電話番号、法人は法人名・所在地・電
話番号を書いて、各閲覧期間最終日必着で担当課
へ。ＦＡＸ、Ｅメールでも可。電話不可。

▽ �応募資格　市内に在住・在勤・在学の人、事業所
を有する個人・法人・その他の団体

▽ �提出・問い合わせ先　児童福祉課（ 42 ‐ 9111
内線 281・283�FAX42 ‐ 1747�Ｅメール jidoufk@
city.sakurai.nara.jp�）　　　　　　　�【児童福祉課】

幼稚園等か
ら入園の内定を
受けます

幼稚園等を
通じて利用のた
めの認定を申請
します

幼稚園等を
通じて市から認定
証が交付されます
（1 号認定）

市から認定証が
交付されます
（２号認定・
　　３号認定）

保育所等の
利用希望の申込
みをします

申請者の希望、保
育所等の状況など
により、市が利用
調整をします

幼稚園等
と契約を
します

利用先の決
定後、契約
となります

子ども・子育て支援の新しい制度が始まります

◆パブリックコメントを募集します！
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 平成 27 年度　��

幼稚園では、心がはずむ豊かな体験を通して、物事にかかわる力や人とかかわる
力などを育み、人として生きていくための土台づくりをします。

＊対象児　
○市内に居住する　５歳児　　　平成 21 年４月２日～平成 22 年４月１日生まれ
○市内に居住する　４歳児　　　平成 22 年４月２日～平成 23 年４月１日生まれ

　なお、織田纒向幼稚園（定員 25 名）、三輪幼稚園（定員 25 名）、桜井南幼稚園（定員 50 名）では、幼
児教育の充実を図るために、３歳児保育を行います。※定員を超えた場合は抽選となります。
○市内に居住する　３歳児　　　平成 23 年４月２日～平成 24 年４月１日生まれ

＊募集園
○織田纒向幼稚園　○桜井南幼稚園　○桜井西幼稚園
○安倍幼稚園　　　○三輪幼稚園

＊経費　�平成 26 年度は、入園料 5,000 円（入園時のみ）
　　　　�保育料 6,100 円（月額）　その他（PTA 会費等）
　　　　�※平成 27 年度は、新制度により多少の変更があり得ます。
＊教育時間
○月・火・木・金　　午前８時 30 分～午後２時
○　　　水　　　　　午前８時 30 分～ 11 時 30 分

◎受付期間　　９月１日（月）～ 12 日（金）
　入園願書は幼稚園にあります。詳しくは、各幼稚園、学校教育課（ ４２‐９１１１内線 607）へ
問い合わせてください。

〔各幼稚園の所在地と電話番号〕

＊織田纒向幼稚園（芝１８３５） ４３‐０２４０
＊桜井南幼稚園（河西２０７） ４３‐２９４７
＊桜井西幼稚園（大福３５６） ４２‐９１０７
＊安 倍 幼 稚 園（生田５７８） ４２‐３６０８
＊三 輪 幼 稚 園（三輪３２４） ４２‐６０７７

「おいしいお味噌になぁ
れ！」親子で味噌作り

《安倍幼稚園》

「ぺったん！ぺったん！」
地域の方と餅つき会

《三輪幼稚園》

「今日は寝るのも友達と
一緒！」宿泊体験

《織田纒向幼稚園》

「いらっしゃいませ！」
夏祭りで店屋さん
　　　　《桜井南幼稚園》

預かり保育をしています！
　子育て支援として教育時
間終了後、午後 4 時まで行っ
ています。（３歳児は 9 月か
ら実施）

みんなで力を合わせて
運動会

《桜井西幼稚園》 【学校教育課】
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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ
　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請受付は、９月１日～ 12 月１日の間に行います。（郵送
および窓口にて受付）申請書については、８月末に給付対象の可能性がある対象者に郵送します。

《給付金の目的》
平成 26 年から消費税が８％へ引き上げられたことに伴い、所得の低い人や子育て世帯への影響を緩和
するために、暫定的・臨時的な措置として、「臨時福祉給付金」および「子育て世帯臨時特例給付金」
が給付されます。

《給付対象者》
平成 26 年 1 月 1 日時点で住民票が桜井市にあり、給付対象者の要件を満たしている人には、桜井市か
らいずれかの給付金を支給します。

臨 時 福 祉 給 付 金
対象者

住民税の非課税者
※課税者の扶養親族や生活保護受給者等は除く

1 人につき１万円
年金や児童扶養手当の受給者は１万５千円

子育て世帯臨時特例給付金
対象者

１月分の児童手当の受給者
※児童手当の所得制限限度以上の人や生活保護受給者等は除く

児童１人につき１万円

《申請・給付手続き》
９月１日から、臨時福祉給付金は社会福祉課で、子育て世帯臨時特例給付金は児童福祉課で申請手続き
を開始します。（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）支給決定の後、指定口座に振り込まれます。

社会福祉課�社会福祉係
（ 42 ‐ 9111 内線 265）

児童福祉課�こども福祉係
（ 42 ‐ 9111 内線 281）

《問い合わせ先》

【社会福祉課・児童福祉課】

届出がおくれると…
　　思わぬ損をするかも！！　　

●�社会保険（健康保険）の被扶養者になっ
ている人はご注意を！　

　社会保険では加入者に対して、定期的に被扶養
者が認定基準を満たしているかどうかの調査を実
施しているところがあります。この調査により扶
養認定が１～２年間といった長期間さかのぼって
取消される事例が最近増加しています。
・なぜこうなるの？
　これは扶養認定の時と比べて被扶養者の収入形
態（年金、給与、営業、農業ほか）や収入額が変
わり、認定基準を満たさなくなったにも関わらず
調査の時期になるまで報告していなかったことが
原因となっているようです。　　

・ここが損！
　扶養認定取消されると、その後、何らかの健康
保険に加入しなければなりません。国民健康保険

（国保）へ加入する場合、扶養認定取消日＝国保
資格取得日になるので国民健康保険税が扶養認定
取消日までさかのぼって課税されます。一方、国
保資格取得日から 14 日以内に国保へ加入届出を
していないときは、加入届出日までの医療費がす
べて自己負担になるという不利益を被ってしまい
ます。このようにならないように、現在加入して
いる健康保険の被扶養認定基準
をしっかり確認のうえ、常日頃
から被扶養者の収入を把握し、
必要に応じて自主的に勤務先の
健康保険担当者に相談や届出を
しましょう。
　詳しくは、保険医療課へ問い合わせてください。　
◆加入届出について　
　　保険年金係（ 42 ‐ 9111 内線 521）
◆給付について
　　給付係（ 42 ‐ 9111 内線 526）　

 【保険医療課】
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下水道事業（平成 26 年 3 月 31 日現在）
全体計画面積 2,258.50ha
事業計画区域面積（Ａ） 1,012.07ha
（Ａ）の内、整備済区域面積（Ｂ） 641.56ha
整備率（Ｂ）／（Ａ） 63.39%
供用開始告示区域面積（使える区域） 636.15ha
使用可能戸数（Ｃ） 15,162 戸
水洗化戸数（Ｄ） 12,784 戸
水洗化率（Ｄ）／（Ｃ） 84.31%
行政人口（Ｅ） 59,601 人
供用開始人口（Ｆ） 39,474 人
普及率（Ｆ）／（Ｅ） 66.23%

◆下水道使用料金表（税抜き）
排水区分

使用料区分
一般排水

中間排水 特定排水
公衆浴場 一般家庭

下水道使用料
（排出量１㎥あたり）

80 円 120 円 170 円 220 円

　

げ
す
い
ど
う

　
　
　

�

み
ず
の
み
ら
い
を　

ま
も
る
み
ち

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
使
っ
て
汚
れ
た
「
水
」
を

き
れ
い
に
し
て
自
然
に
戻
す
「
下
水
道
の

役
割
」
が
大
変
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

★ 

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
…

　

公
共
下
水
道
は
、
各
家
庭
の
台
所
や
風

呂
・
ト
イ
レ
等
の
排
水
設
備
と
つ
な
が
っ

て
、
は
じ
め
て
役
に
立
つ
も
の
で
す
。
下

水
道
が
使
え
る
区
域
に
な
っ
た
と
き
は
、

台
所
や
風
呂
場
か
ら
流
れ
る
雑
排
水
は
６

か
月
以
内
に
、
く
み
取
り
便
所
（
浄
化
槽

を
含
む
）
は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改

造
し
て
、
公
共
下
水
道
へ
つ
な
ぐ
よ
う
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
下
水
道
の
使
え
る
区
域
内
で
、

未
接
続
の
家
屋
は
期
限
内
に
排
水
設
備

（
排
水
設
備
図
参
照
）
工
事
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
排
水
設
備
工
事
を
さ
れ
る

場
合
は
、
市
の
指
定
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。（
指
定
工
事
店
以
外
の
業

者
に
よ

る
工
事

は
違
法

工
事
と

な
り
ま

す
。）

★
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
…

　

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
と
、
下
水
道

使
用
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
下

水
道
使
用
料
は
、
公

共
下
水
管
の
清
掃
、

そ
の
他
の
維
持
管
理

や
終
末
処
理
場
の
運

転
等
の
費
用
の
一
部

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
下
水
道
使

用
料
は
、
特
別
の
場

合
を
除
き
、
２
か
月

に
１
度
、
水
道
料
金

と
一
緒
に
徴
収
い
た

し
ま
す
。（
な
お
、
水

道
の
使
用
量
を
下
水

の
汚
水
排
出
量
と
み

な
し
ま
す
。）

※�

中
間
排
水
と
は
、
工
場
そ
の
他
の
事

業
所
（
公
衆
浴
場
お
よ
び
市
長
が
認
め

る
公
共
ま
た
は
公
益
関
係
の
業
種
を
除

く
）
か
ら
の
汚
水
排
出
量
が
１
か
月

３
０
０
㎥
を
超
え
、
７
５
０
㎥
以
下
の

量
を
い
い
ま
す
。

※�

特
定
排
水
と
は
、
工
場
そ
の
他
の
事

業
所
（
公
衆
浴
場
お
よ
び
市
長
が
認
め

る
公
共
ま
た
は
公
益
関
係
の
業
種
を
除

く
）
か
ら
の
汚
水
排
出
量
が
１
か
月

７
５
０
㎥
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超

え
る
量
を
い
い
ま
す
。

★ 

水
洗
便
所
に
改
造
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
費
用
に
対
し
て
貸
付
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

居
住
用
の
建
物
に
あ
る
く
み
取
り
便
所

（
浄
化
槽
を
含
む
）
を
水
洗
便
所
に
改
造

さ
れ
る
場
合
、
工
事
の
費
用
に
対
し
貸
付

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
（

42
‐

９
２
１
１
内
線
41
・
49
）【
下
水
道
課
】

下水道の日「施設見学会」
～下水道ってなあに～

　9月 10 日は「下水道の日」です。
県内の 4浄化センターで見学会およ
び楽しい無料イベントがあります。

▽ �日時　9 月 6 日（土）、7 日（日）
午前 10 時～午後 4 時（受付は午
後 3時まで）

▽場所
　浄化センター（大和郡山市）
　 0743 ‐ 56 ‐ 2830
　第二浄化センター（広陵町）
　 0745 ‐ 56 ‐ 3400
　宇陀川浄化センター（宇陀市）
　 0745 ‐ 82 ‐ 5725
　吉野川浄化センター（五條市）
　 0747 ‐ 22 ‐ 8631

▽ �申込方法　当日、現地で申込んで
ください。（団体の場合は前日ま
でに）
※�宇陀川・吉野川浄化センターのイ
ベント開催は、日曜日のみ。
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さくらい

市議会だより

平成 26 年
6 月定例会

　
平
成
2 5
年
度 

一
般
会
計
決
算
見
込

１
億
８
千
万
円
余
り
の
単
年
度
黒
字

議
会
審
議
の
あ
ら
ま
し

　

６
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
通
り

で
す
。

　

ま
ず
、
６
月
５
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
提
出
議
案
の
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
12
日
の
本
会
議
に
お
い

て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ
も
っ
た

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
16
日
に
議
案
審
議
が
あ

り
、
報
告
案
件
６
件
は
全
員
異
議

な
く
承
認
等
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

第
21
号
か
ら
第
23
号
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審

議
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
３
件
に
つ
い
て
、
２
件
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
う
ち
１

件
は
討
論
の
あ
と
、
採
決
さ
れ
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
決
議
１

件
は
討
論
の
あ
と
、
採
決
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
会
推
薦
の
農
業
委
員

会
委
員
に
４
名
の
推
薦
が
あ
り
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
長
よ
り
人
事
案
件

１
件
の
提
出
が
あ
り
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件

の
審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日

を
も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。　

ト
ピ
ッ
ク
ス

～
議
会
報
告
会
を開

催
し
ま
す
～

　
○�　

桜
井
市
議
会
は
、
平
成
26
年

４
月
に
制
定
し
た
議
会
基
本
条

例
に
の
っ
と
り
、
市
議
会
の
公

開
性
を
高
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
き
、
議
会
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
新
た
な
試
み

と
し
て
「
議
会
報
告
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成 26 年 9月 1日発行
‐№ 171 ‐

第 1 回桜井市議会報告会
開催のお知らせ

日時
　平成 26 年 11 月 15 日（土）
　午後 2時～３時 30 分

会場
　市役所 2階大会議室

内容
①平成 26 年 9月定例会の報告
②意見交換会

※�事前申し込みは要りません。
　お気軽にご参加ください。
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議決結果

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第７号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（損害賠償の額を
定めることについて）

車両事故による物損事故について、損害賠償
額を定める

承　認
（賛成全員）

報第８号

専決処分の報告、承認を求める
ことについて（平成 26 年度桜
井市住宅新築資金等貸付金特別
会計補正予算（第 1 号））�

平成 25 年度住宅新築資金等貸付金特別会計
が 7,224 万 2,628 円の赤字決算になるため
26 年度会計から繰上充用して補填�

承　認
（賛成全員）

報第９号

専決処分の報告、承認を求める
ことについて（平成 26 年度桜
井市駐車場事業特別会計補正予
算（第 1 号））

平成 25 年度駐車場事業特別会計が 8,321 万
3,715 円の赤字決算になるため 26 年度会計
から繰上充用して補填

承　認
（賛成全員）

報第 10 号
平成 25 年度桜井市繰越明許費
繰越計算書の報告について

平成 25 年度会計にて繰越した地上デジタル
放送共同受信施設整備事業等について、繰越
明許費繰越計算書の報告

報　告
（賛成全員）

報第 11 号
平成 25 年度桜井市水道事業会
計予算繰越計算書の報告につい
て

平成 25 年度会計で繰越した送配水管整備改
良事業等について、予算繰越計算書の報告

報　告
（賛成全員）

報第 12 号

桜井市土地開発公社、桜井市清
掃公社、桜井市医療センター及
び桜井市文化財協会の経営状況
を説明する書類の提出について

平成 25 年度の決算及び平成 26 年度予算の
報告

報　告
（賛成全員）

議案第 21 号
桜井市税条例等の一部改正につ
いて

地方税法の改正等に伴う改正
可　決

（賛成全員）

議案第 22 号
桜井市非常勤消防団員に係る退
職報償金の支給に関する条例の
一部改正について

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関す
る法律施行令の一部改正に準じた改正

可　決
（賛成全員）

議案第 23 号 訴えの提起について
道路往来危険解消のための家屋撤去を求める
訴えを提起するため、議会の議決を求める

可　決
（賛成全員）

発議案第３号
「手話言語法」制定を求める意
見書の提出について

提出先　内閣総理大臣
可　決

（賛成全員）

発議案第４号
労働者保護ルールの見直しに関
する意見書の提出について

否決のため提出されず
否　決

（賛成少数）
※賛否は別表

発議案第５号
総合的、体系的若者雇用対策を
求める意見書の提出について

提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣
　　　　文部科学大臣

可　決
（賛成全員）

発議案第６号
奈良県にリニア中央新幹線を！
中間駅の早期決定を求める決議
について

提出先　大和郡山市長
可　決

（賛成多数）
※賛否は別表

推第２号 農業委員会委員の推薦について

大字初瀬　藤井　孝博�氏
大字大福　工藤　行義�氏
大字箸中　杉本　義衛�氏
大字穴師　楠本　　照�氏

承　認
（賛成全員）

諮第 1 号
人権擁護委員候補者の推薦につ
いて

大字高田　西岡　良文�氏
大字戒重　浦前　正已�氏
大字三輪　榮嶋　勇次�氏
大字笠　　中森　志保子�氏

承　認
（賛成全員）
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て

　

本
市
の
４
月
30
日
現
在
の
65

歳
以
上
の
人
口
割
合
は
27
％
を

超
え
て
お
り
、
２
０
２
５
年
に

は
、
32
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

社
会
保
障
の
見
直
し
や
介
護
の

担
い
手
不
足
も
予
想
さ
れ
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ
る

新
し
い
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
現
状

と
取
り
組
み
な
ど
、
次
の
点
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。
①
ニ
ー
ズ

調
査
と
分
析
②
介
護
保
険
の
運

営
状
況
と
課
題
③
平
成
27
年
度

か
ら
始
ま
る
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
作
業
の
進
捗

状
況
④
在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
⑤
認
知
症
高
齢

者
対
策
に
つ
い
て

答�

（
市
長
）　

奈
良
県
に
設
置
さ
れ

た
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
で
は

昨
年
度
「
桜
井
市
地
域
医
療
福

祉
懇
話
会
」
を
立
ち
上
げ
、
地

域
医
療
・
福
祉
の
推
進
に
か
か

る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

医
療
や
介
護
が
連
携
し
た
地
域

に
お
け
る
包
括
的
か
つ
継
続
的

な
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。
さ

ら
に
「
救
急
医
療
」

と
「
在
宅
医
療
・
福

祉
」
の
分
科
会
を
設

け
、
個
別
課
題
の
克

服
に
向
け
て
議
論
を

行
っ
て
い
る
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
あ
た
っ
て

は
「
在
宅
医
療
・
福

祉
分
科
会
」
で
、
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
済
生
会

中
和
病
院
、
民
生
児

童
委
員
連
絡
協
議

会
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
桜

井
保
健
所
等
と
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
①
平
成
27
年

度
か
ら
の
３
年
間
を
期
間
と
す

る
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
の
中
で
、
生
活
状
況
等

の
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
、
分
析
し
た
い
。
②
平

成
22
年
度
か
ら
３
年
間
で
約

21
％
の
伸
び
率
で
あ
り
、
高
齢

化
に
伴
う
給
付
費
の
増
加
が
顕

著
に
表
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
作
成
の
「
見
え
る
化
」
シ
ス

テ
ム
を
十
分
活
用
し
、
地
域
の

現
状
把
握
に
努
め
た
い
。
③
本

年
７
月
中
旬
か
ら
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
、
計
画
の
策
定
を
進

め
な
が
ら
、
本
年
度
中
の
策
定

を
目
指
し
て
い
る
。
④
市
内
で

は
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど

の
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
今
後
は
、「
在
宅

医
療
・
福
祉
分
科
会
」
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
た
い
。
⑤
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加

さ
れ
て
い
る
市
民
を
中
心
に
、

地
域
で
の
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
を
進
め
た
い
。

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
普
及
に
つ

い
て

　

障
が
い
や
難
病
を
抱
え
た
人

が
、
障
が
い
の
特
性
や
具
体
的

に
必
要
な
支
援
内
容
を
あ
ら
か

じ
め
記
載
し
、
携
帯
す
る
こ
と

で
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
周
囲

の
方
の
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ポ
ー
ト

を
可
能
と
す
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
」
の
作
成
配
布
が
全
国
各
地

の
自
治
体
で
既
に
始
め
ら
れ
て

い
る
が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

今
後
、緊
急
連
絡
先

や
必
要
な
支
援
内
容
な
ど
、
記

載
内
容
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
導
入
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
を
進
め
た
い
。

問

問

市政について
こ こ が
聞 き た い

（代表質問・一般質問）

　
　
　
　
　
　
　

高
谷
二
三
男

議�

長

札
辻　

輝
已

×

○

工
藤　

行
義

×

○

万
波　

迪
義

×

○

東
山　

利
克

×

○

東
　

俊

克

×

○

土
家　

靖
起

×

○

岡
田　

光
司

○

○

吉
田　

忠
雄

○

×

藤
井　

孝
博

×

○

西
　

忠

吉

×

○

我

妻
　

力

－

－

阪

口
　

豊

×

○

工
藤　

将
之

○

○

大

西
　

亘

×

○

井
戸　

良
美

×

○

議�員

議�案

発議案第４号

発議案第 6 号

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇　反対 ･･･ ×　棄権 ･･･ △　　欠席 ･･･ －）　※議長は表決に加わりません

在宅医療・福祉分科会のようす

　
公
明
党
代
表
質
問

　
　
　
　
万
波
　
迪
義�

議
員
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問

新
聞
紙
の
持
ち
去
り
防
止
対
策
に

つ
い
て

　

年
間
の
被
害
額
が
、
１
６
０

～
１
７
０
万
円
に
も
な
る
と
聞

い
て
い
る
。
何
回
と
な
く
質
問

も
し
て
き
た
が
、
こ
の
間
効
果

的
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
市
の
資
源
物
と

し
て
の
所
有
権
を
明
確
化
す
る

た
め
に
も
、
新
聞
紙
の
搬
出
場

所
の
徹
底
に
む
け
た
周
知
方
法

等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
注
意
し
た
市
民

が
危
険
な
目
に
あ
っ
た
と
い
う

情
報
も
あ
る
の
で
、
早
急
に
警

察
等
と
の
連
携
に
よ
る
防
止
対

策
の
強
化
を
し
て
ほ
し
い
。

答�

（
市
長
）　

市
民
の
方
々
が
分
別

収
集
に
伴
う
資
源
物
、
有
価
物

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
対
策
強
化

に
向
け
、
今
後
も
桜
井
警
察
署

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
張
り

込
み
、
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
う
な
ど
、
被
害
の
拡
大
防
止

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
一
般
質
問

　
　
　
　
東
　�

俊
克�

議
員

中
心
市
街
地
活
性
化
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　

我
が
国
は
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
平

成
47
年
に
は
本
市
の
人
口
は

４
９
、３
３
７
人
に
減
少
す
る
。

65
歳
以
上
は
１
７
、２
２
９
人

に
な
り
、
３
人
の
う
ち
１
人
が

高
齢
者
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
社
会

の
到
来
に
対
応
し
た
、
子
ど
も

や
高
齢
者
が
歩
い
て
暮
ら
せ

る
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
中
心
市
街
地
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た

５
月
18
日
に
桜
井
の
本
町
通
り

５
丁
目
で
火
災
が
発
生
し
、
民

家
や
空
き
家
な
ど
約
10
棟
が
焼

失
し
た
。
幸
い
に
も
け
が
人
は

無
か
っ
た
が
、
火
災
現
場
の
整

備
は
進
ん
で
な
い
よ
う
に
見
ら

れ
る
。
今
後
の
対
応
を
聞
き
た

い
。

答��

（
市
長
）　

現
在
、市
内
の
各
地

域
で
は
、
景
観
・
環
境
、
福
祉

や
農
業
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ

で
地
域
と
行
政
が
連
携
し
た
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。
県
の
三
輪
参
道
整

備
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ

め
、
本
町
通
り
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
や
初
瀬
の
ま
ち
づ
く
り
、

忍
阪
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
各

地
域
、
エ
リ
ア
ご
と
に
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本

町
通
り
を
中
心
と
し
た
桜
井
駅

南
口
周
辺
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
も
、
現
状
の

課
題
や
分
析
、
ま
た

本
町
通
り
の
景
観
や

賑
わ
い
の
創
出
、
さ

ら
に
は
必
要
な
機
能

に
つ
い
て
地
域
と
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て

話
し
合
い
、
共
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
検
討
会
を
立
ち

上
げ
る
べ
く
そ
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
で
の
議
論
が
深

ま
れ
ば
、
関
係
の
皆

様
に
も
参
加
を
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。
次
に
火
災

現
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
瓦
れ

き
が
道
路
上
に
散
乱
し
、
ま
た

焼
け
残
っ
た
建
物
が
道
路
上
に

倒
壊
す
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
罹
災
後
速
や
か
に
一
部
区

間
に
つ
い
て
通
行
止
め
の
措
置

を
行
い
、
現
在
、
復
旧
工
事
に

関
し
関
係
者
へ
の
説
明
を
終

え
、
着
手
す
べ
く
施
工
業
者
と

打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
処
理

可
能
な
物
に
つ
い
て
は
、
受
入

れ
る
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

第
３
次
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

本
市
は
、
行
財
政
改
革
へ
の

具
体
的
な
取
組
と
し
て
「
第
１

次
・
第
２
次
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
実
施
に
よ
り
、
平

成
22
年
度
決
算
か
ら
黒
字
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
黒
字
化
は
行
財
政

改
革
の
取
組
効
果
だ
け
で
な

く
、
三
位
一
体
改
革
で
減
少
し

た
地
方
交
付
税
が
平
成
22
年
度

以
降
増
額
さ
れ
た
こ
と
も
大
き

な
要
因
で
、
本
市
の
歳
入
に
占

め
る
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の

割
合
は
依
然
と
し
て
３
割
近
く

あ
り
、
自
主
財
源
不
足
は
慢
性

化
し
て
い
る
と
考
え
る
。
５
月

に「
桜
井
市
行
財
政
改
革
大
綱
」

が
策
定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
、

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
計

画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答�

（
市
長
）　

新
し
い
大
綱
は
、第

１
次
、
第
２
次
の
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
を
基
本
的
に
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
財
政
規
律
に
重

心
を
置
い
た
行
財
政
改
革
か

ら
、
政
策
実
現
の
た
め
の
行
財

政
改
革
へ
転
換
し
、
第
５
次
総

合
計
画
に
お
け
る
、
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
大
綱
の
基
本
理
念

は
、「
持
続
可
能
か
つ
弾
力
的

な
行
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
活

アーケードが撤去された桜井本町通り

問

問
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力
あ
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
」
と
し
、
行
政
を
経

営
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

指
針
が
新
し
い
行
財
政
大
綱
で

あ
る
。
大
綱
の
見
直
し
に
当
た

り
有
識
者
10
名
に
よ
る
行
財
政

改
革
推
進
懇
話
会
を
設
置
し
、

審
議
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま

え
、
８
月
中
に
は
行
財
政
改
革

推
進
本
部
会
議
で
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
決
定
し
、９
月
に
は
、

市
議
会
へ
の
説
明
と
市
民
へ
の

公
表
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

作
業
を
進
め
た
い
。

行
政
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）

に
つ
い
て

　

災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
「
地
域

防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
、
本

年
度
に
行
う
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
行

政
に
は
大
規
模
災
害
な
ど
の

有
事
の
際
で
あ
っ

て
も
、
市
民
の
生

命
や
生
活
及
び
財

産
を
守
る
た
め
に

業
務
を
継
続
す
る

責
務
が
あ
る
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、

業
務
が
復
旧
す
る

ま
で
の
レ
ベ
ル
や

時
間
を
考
え
、
優

先
さ
せ
る
べ
き
業

務
を
特
定
し
、
必

要
な
対
策
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
す
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継

続
計
画
）
を
策
定

す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は

ど
う
か
。
災
害
は
今
日
、
明
日

に
起
こ
る
と
も
限
ら
な
い
。
庁

舎
の
倒
壊
等
も
想
定
し
た
災
害

対
策
本
部
の
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

部
門
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
最
優
先
に
検
討
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
平
成
27
年
１
月
の
業
務
シ

ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
際

し
、連
携
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

答�

（
市
長
）　

地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
県
地
域
防

災
計
画
に
準
じ
て
進
め
る
こ
と

と
な
る
。
県
の
見
直
し
の
観
点

が
、
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に

重
要
な
住
民
避
難
を
柱
と
し
、

安
全
な
避
難
所
の
あ
り
方
や
避

難
ル
ー
ト
の
整
備
・
確
保
な
ど

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
地
区
ご
と
の
防
災

危
険
度
を
調
査
し
、
地
区
別
カ

ル
テ
作
成
に
係
る
基
礎
資
料
の

作
成
や
指
定
避
難
所
等
の
規

模
、機
能
等
の
調
査
を
実
施
し
、

各
避
難
所
に
対
す
る
災
害
危
険

性
や
収
容
能
力
等
を
評
価
し
た

避
難
所
台
帳
を
作
成
し
た
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所

が
現
時
点
で
指
定
箇
所
と
し
て

無
い
た
め
、
市
内
の
福
祉
施
設

運
営
事
業
者
等
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
得
て
協
定
等
の
締
結
を

行
い
た
い
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

は
、
重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
全
庁
的

に
取
り
組
む
必
要
も
あ
り
、
実

現
に
向
け
て
先
進
事
例
等
の
調

査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

答�

（
副
市
長
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

か
ら
重
要
と
考
え
る
。
担
当
課

と
も
話
を
し
て
、
検
討
を
進
め

た
い
。

答�

（
危
機
管
理
監
）　

罹
災
時
に
対

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
は
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
財

政
的
な
こ
と
も
含
め
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

有
価
資
源
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て

　

地
球
規
模
で
環
境
問
題
や
資

源
問
題
を
考
え
た
時
、
天
然
資

源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
へ

の
負
荷
が
で
き
る
限
り
低
減
さ

れ
る
循
環
型
社
会
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
一
般

廃
棄
物
の
分
別
収
集
を
平
成
10

年
に
試
行
し
、
平
成
12
年
４
月

よ
り
市
内
全
域
で
分
別
収
集
を

開
始
し
て
き
た
が
、
推
移
状
況

は
ど
う
か
。
特
に
新
聞
紙
の
減

少
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
平
成

25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
製
造
者
と
特
定
の
も

の
に
義
務
を
課
す
義
務
型
の
リ

サ
イ
ク
ル
法
と
違
い
、
関
係
者

が
協
力
し
て
、
自
発
的
に
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

再
資
源
化
を
実
施
す
る
促
進
型

の
制
度
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市

の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

に
関
す
る
条
例
に
あ
る
よ
う
に

行
政
の
責
務
と
捉
え
、
い
ち
早

く
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

答�

（
市
長
）　

平
成
21
年
度
か
ら
平

成
25
年
度
の
資
源
ご
み
の
推
移

は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
が
、

新
聞
紙
に
つ
い
て
は
、
約
48
％

減
の
５
１
６
ト
ン
で
あ
る
。
そ

の
原
因
と
し
て
は
、
購
読
者
の

減
少
や
大
手
ス
ー
パ
ー
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
、
さ
ら
に

は
、
集
積
場
に
お
け
る
持
ち
去

り
が
考
え
ら
れ
る
。
持
ち
去
り

の
対
策
と
し
て
、
警
察
署
と
の

緊
密
な
連
携
を
図
り
、
合
同
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
被
害
の
拡

問

災害時に対策本部が設置されることになる庁舎

問

　
一
般
質
問

　
　
　
　
岡
田�

　
光
司�

議
員
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問

　
一
般
質
問

　
　
　
　
土
家
　
靖
起�

議
員

問
大
防
止
に
努
め
た
い
。
有
用
金

属
の
再
資
源
化
に
つ
い
て
は
必

要
と
理
解
し
て
い
る
が
、
輸
送

コ
ス
ト
や
現
行
施
設
の
環
境
整

備
等
の
課
題
も
あ
り
、
引
き
続

き
検
討
し
た
い
。

答�

（
環
境
部
長
）　

現
在
、先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
回
収
方
法
な

ど
検
討
中
で
あ
り
、
ま
と
ま
り

次
第
報
告
し
た
い
。

池
之
内
地
区
に
お
け
る
ほ
場
整
備

に
つ
い
て

　

池
之
内
地
区
の
ほ
場
整
備

は
、
平
成
10
年
度
か
ら
平
成
19

年
度
を
期
間
と
し
た
事
業
で
あ

る
が
、
区
画
整
理
が
済
ん
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
換
地

処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
実
際
の
土
地
の
形

状
と
所
有
権
関
係
が
一
致
し

な
い
状
況
が
続
く
こ
と
に
な

る
。
事
業
主
体
は
ど
こ
か
。
こ

の
事
業
に
は
15
％
の
地
元
負

担
が
既
に
出
さ
れ

て
お
り
、
34
名
の

受
益
者
は
早
期
の

事
業
終
了
を
望
ん

で
い
る
。
未
だ
に

登
記
も
さ
れ
ず
、

工
事
の
終
了
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
当
時

組
合
か
ら
も
設
計

が
疑
問
視
さ
れ
て

い
た
と
聞
く
。
地

元
と
十
分
な
調
整

等
が
な
さ
れ
て
い

れ
ば
、
残
事
業
な

ど
出
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
平
成
25
年
４

月
に
市
の
担
当
者
が
地
元
と

の
話
し
合
い
の
中
で
、
50
か

所
と
聞
い
て
い
る
残
工
事
を

含
め
、「
３
年
を
目
標
に
完
了

し
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。既
に
１
年
が
経
過
し
た
が
、

平
成
20
年
度
か
ら
の
残
工
事
の

優
先
順
位
の
調
査
に
対
す
る
返

答
さ
え
も
未
だ
に
な
い
。
地
元

役
員
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

期
日
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
換
地
に
む
け
て
、
農

事
組
合
法
人
の
設
立
や
地
元
説

明
会
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答��

（
市
長
）　

平
成
19
年
度
に
ほ
場

事
業
を
完
了
し
、
残
事
業
に
つ

い
て
は
市
単
独
事
業
で
対
応

し
、
換
地
の
手
続
き
に
入
っ
た

が
、
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
、
権
利
の
確
定
が
で
き
て
い

な
い
。
積
み
残
し
て
き
た
課
題

の
一
つ
と
し
て
、
地
権
者
の
理

解
を
得
て
、
早
期
に
解
決
し
た

い
。

答�

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）　

農
地
の

規
模
拡
大
を
図
り
、
農
業
収
入

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
受
益
者
の
要
望
に
応
え

る
た
め
、
市
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
い
る
。
市
の
単
独
事
業

と
し
て
残
っ
て
い
る
残
事
業
、

補
修
事
業
、
要
望
事
項
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
度
に
資
料
の

精
査
、
現
地
調
査
作
業
を
実
施

し
、
耕
作
時
期
を
避
け
た
作
業

目
標
を
た
て
て
い
た
が
、
台
風

18
号
の
影
響
で
対
応
で
き
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
災
害
の
処

理
が
完
了
後
、
平
成
26
年
度
の

他
の
事
業
と
の
調
整
を
図
り
、

地
元
役
員
の
方
々
と
話
し
合
い

を
持
ち
、
で
き
る
だ
け
早
く
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。
権
利
者

の
皆
様
に
は
換
地
業
務
と
並
行

し
、
良
好
な
農
地
を
維
持
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
農
事
組
合

法
人
の
設
立
を
お
願
い
し
、
市

と
し
て
も
換
地
に
向
け
協
力
し

て
い
き
た
い
。

職
員
の
採
用
、
人
事
計
画
に
つ
い

て　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
な
年
齢
構
成
や
分
野
別

職
員
数
等
を
詳
細
に
分
析
し
た

上
で
、
毎
年
適
正
な
採
用
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
と
り
わ
け
環
境
部
の

清
掃
作
業
員
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
資
源
ご
み
の
収

集
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
面
直
営
と
し
、
今
年
度

に
は
３
名
も
の
新
規
採
用
を

行
っ
た
。
詳
細
に
分
析
し
た
採

用
計
画
の
も
と
、
是
非
と
も
採

用
を
凍
結
し
、
将
来
的
に
民
間

委
託
に
つ
な
が
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。
新
た
な
行

財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
現
在
、
病
気
休
暇

を
取
得
し
て
い
る
係
長
が
２
名

い
る
と
聞
く
が
、
休
職
と
な
っ

た
時
点
で
人
事
課
付
等
と
し
、

早
急
に
新
た
な
役
職
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
が
組
織
運
営
上
必

要
で
は
な
い
か
。
昨
年
度
も
係

員
が
不
在
の
係
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
病
気
休
職
者
へ
の
対
応

を
考
慮
し
た
人
事
計
画
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答�

（
市
長
）　

今
ま
さ
に
役
職
職
員

の
配
置
に
支
障
が
出
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
職
員
採
用
に
つ
い

て
は
平
成
30
年
度
ま
で
の
定
員

管
理
計
画
の
も
と
、
定
年
退
職

者
や
早
期
退
職
者
の
状
況
な
ら

び
に
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
毎

年
適
切
な
採
用
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
現
在
、
新
た
な
桜
井
市

行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

有
識
者
会
議
に
よ
る
外
部
の
視

点
及
び
専
門
家
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
る
。
清
掃
作
業
員
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
を
も
と
に
組
織
や

業
務
の
改
善
を
実
行
し
て
い
き

ほ場整備事業（池之内地区）
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た
い
。
病
気
休
職
者
に
つ
い
て

は
、
復
帰
を
第
一
義
と
考
え
る

が
、
長
引
き
事
務
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

人
事
課
付
も
含
め
考
え
た
い
。

桜
井
市
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

　

市
の
財
政
難
を
理
由
に
休
止

し
て
い
た
浴
場
施
設
を
、
今
年

４
月
か
ら
２
０
０
円
の
受
益
者

負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
で
再
開

し
、
セ
ン
タ
ー
行
き
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
も
往
復
５
４
０
円

の
と
こ
ろ
を
２
０
０
円
の
負
担

で
、
運
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
昨
年
９
月
の
定
例
議

会
に
お
い
て
、
市
長
は
浴
場
施

設
の
休
止
や
巡
回
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
前
の
セ
ン
タ
ー
利
用
者

の
１
日
平
均
２
１
１
人
か
ら
、

浴
場
施
設
の
休
止
と
巡
回
バ
ス

が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
の
平
均
35

人
に
激
減
し
て
い
た
利
用
者

を
、
２
倍
と
な
る
１
日
平
均
70

名
と
見
込
ん
で
い
る
と
答
弁
さ

れ
た
。
そ
こ
で
４
月
と
５
月
の

月
別
の
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
と

浴
場
施
設
の
利
用
者
数
、
な
ら

び
に
１
日
平
均
の
利
用
者
数
を

聞
き
た
い
。
こ
の
２
か
月
余
り

の
間
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
と
、
結
果
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
本
市
に
お
い
て
も
急
速
な

高
齢
化
が
進
み
、
セ
ン
タ
ー
の

果
た
す
役
割
は
本
当
に
大
き
な

も
の
が
あ
る
。
多
く
の
高
齢
者

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

巡
回
バ
ス
は
不
可
欠
で
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
っ
と
予
算

を
重
点
配
分
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
中
学
校
区
ご
と
に
月
一
回

開
か
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
利
用
を
要
望
が
あ
れ
ば

増
や
す
な
ど
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答�

（
市
長
）　

４
月
の
開
館
日
数
は

20
日
、
施
設
利
用
者
数
９
９
５

名
、
１
日
平
均
50
名
、
浴
場
施

設
利
用
者
数
３
２
５
名
、
１
日

平
均
16
名
。
５
月
の
開
館
日
数

21
日
、
施
設
利
用
者
数
８
３
６

名
、
１
日
平
均
40
名
、
浴
場
施

設
利
用
者
数
２
９
７
名
、
１
日

平
均
14
名
で
あ
っ
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
や
役
員
を

通
じ
て
の
呼
び
か
け
、
機
関
誌

「
竜
吟
」
で
の
広
報
、
公
共
施

設
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

を
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
も
ら

う
な
ど
、
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
目
標
と
現
実
の
差
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
広
報
不
足
が

大
き
な
要
因
と
考
え
、
よ
り
一

層
の
周
知
を
図
り
た
い
。
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
利
用
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
に
つ
い
て

は
、今
後
の
利
用
状
況
に
よ
り
、

回
数
を
増
や
す
こ
と
な
ど
も
検

討
し
た
い
。

ヤ
マ
ト
ー
桜
井
店
跡
地
に
つ
い
て

　

亀
山
製
絲
株
式
会
社
が
地
権

者
で
あ
る
粟
殿
の
製
糸
工
場
跡

地
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
あ
る
い
は
総
合
ス
ー
パ
ー

が
商
業
施
設
と
し
て
出
店
さ

れ
、
身
近
で
気
軽
に
買
い
物
が

で
き
、
長
年
地
域
住
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
ヤ
マ
ト
ー
桜
井
店

が
閉
店
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
１

年
８
か
月
経
過
す
る
が
、「
早

く
衣
食
住
に
関
連
し
た
商
業
施

設
が
、
ま
た
来
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
を
耳
に
す
る
。
昨
年
の

９
月
に
は
地
元
の
粟
殿
区
長
名

で
市
に
対
し
て
嘆
願
書
が
提
出

さ
れ
、
翌
10
月
に
は
市
長
の
命

を
受
け
、
職
員
が
直
接
、
亀
山

製
絲
に
地
元
区
の
要
望
を
伝
え

た
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、

今
年
に
な
り
「
パ
チ
ン
コ
店
出

店
の
協
議
が
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
情
報
が
あ

る
が
、
掌
握
で
き
て
い
る
か
。

交
通
渋
滞
に
よ
る
事
故
や
現
金

を
扱
う
こ
と
か
ら
治
安
を
心
配

す
る
地
域
住
民
も
多
い
上
に
、

�

山
の
辺
の
道
の
出
発
点
と
し
て

も
、
こ
れ
以
上
の
パ
チ
ン
コ
店

な
ど
の
遊
戯
場
は
誘
致
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
。市
と
し
て
、

亀
山
製
絲
に
強
く
申
し
入
れ
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
て
ほ
し
い
。

答�

（
市
長
）　

平
成
25
年
９
月

に
は
粟
殿
区
よ
り
新
た
な

商
業
施
設
を
誘
導
す
る
よ

う
嘆
願
書
も
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
受
け
、
10
月
上
旬
に
、
地
域

住
民
と
本
市
の
意
思
を
伝
え
る

た
め
、
担
当
部
長
を
亀
山
製
絲

に
出
向
か
せ
、
地
域
住
民
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
衣
食
住
に
密

接
し
た
商
業
施
設
の
誘
致
を
望

ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ

の
時
に
は
、
地
域
に
も
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
地
域

住
民
の
意
思
に
沿
う

よ
う
な
方
向
で
検
討

し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
近

隣
商
業
地
域
と
い
う

用
途
制
限
に
抵
触
し

な
い
限
り
、
民
間
で

の
商
業
活
動
と
な
る

こ
と
か
ら
事
業
者
の

意
思
、
誠
意
に
期
待

す
る
し
か
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
地
域

と
も
協
力
し
地
域
住

民
の
意
思
は
こ
れ
か

ら
も
伝
え
て
い
き
た

い
。

問 　
一
般
質
問

　
　
　
　
吉
田
　
忠
雄�
議
員

ヤマトー桜井店跡地（６月現在）

問
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一
般
質
問

　
　
　
　
工
藤
　
将
之�

議
員

問危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

　

市
長
は
、
本
年
度
、
設
置
し

た
危
機
管
理
監
や
危
機
管
理
課

に
何
を
期
待
し
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
望
む
の
か
。
地
震
災
害

時
職
員
用
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
、
平
成
22
年
度
修
正
版
か
ら

変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
有
事
に

対
す
る
備
え
は
万
全
と
言
え
る

の
か
。
危
機
管
理
監
は
、
ど
こ

を
ど
の
よ
う
に
訂
正
す
る
考
え

か
。
有
事
の
際
、
本
市
に
あ
る

50
数
か
所
の
避
難
所
を
開
設
す

る
に
あ
た
り
、
判
断
を
誤
る
と

ガ
ス
爆
発
を
誘
発
す
る
恐
れ
も

あ
る
。
行
政
の
職
員
は
「
通
常

時
勤
務
施
設
に
参
集
す
る
」
と

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
所

の
近
く
に
住
む
職
員
が
開
設
に

当
た
る
な
ど
、
安
全
に
か
つ
早

期
に
住
民
の
安
心
で
き
る
体
制

を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。
環
境
部
に
お
い
て
は
、
６

時
間
以
内
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
災
害
対
応
を
「
そ
の

他
必
要
と
認
め
る
こ
と
」
と
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
環
境
部

に
は
若
い
職
員
も
多
く
、
瓦
れ

き
の
撤
去
な
ど
、
緊
急
事
態
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
昨
年
度
、
緊
急
地

震
速
報
が
誤
報
で
発
令
さ
れ
た

が
、
来
庁
者
を
避
難
誘
導
す
る

体
制
が
と
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
由
々
し
き
事
態
で
あ
り
、
対

策
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
を
含
め

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
早
期
改
訂
な

ど
危
機
管
理
監
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
が
ど
う

か
。

答�

（
市
長
）　

危
機
管
理
監
に
は
危

機
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
迅

速
な
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
市
長
を
補
佐
し
、
必
要

に
応
じ
て
対
策
会
議
等
を
開

催
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
に
よ
る
即
断
・
即

決
か
つ
迅
速
・
的
確

に
対
処
す
る
と
と
も

に
、
全
庁
的
な
指
揮

命
令
を
行
い
、
危
機

事
案
を
一
元
管
理
し

て
統
率
の
と
れ
た
よ

り
実
践
的
な
対
応
を

求
め
る
。
危
機
管
理

課
に
は
、
関
係
部
局

と
の
連
携
を
図
り
、

職
員
を
指
揮
監
督
す

る
こ
と
に
よ
り
早
期

解
決
を
目
指
し
、
住

民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
っ
て
も
ら

い
た
い
。

答�

（
危
機
管
理
監
）　

改
定
版
は
、

地
震
だ
け
で
は
な
い
風
水
害
を

含
め
た
、
災
害
時
の
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
、
早
期
に
作
成

し
た
い
。
昨
年
12
月
に
消
防
団

等
の
充
実
強
化
法
が
で
き
た
こ

と
に
伴
い
、
消
防
団
に
は
地
震

等
に
も
対
応
い
た
だ
く
協
力
体

制
を
現
在
検
討
し
て
お
り
、
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
も
含

め
、
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

は
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
環
境

部
の
若
手
職
員
に
は
、
事
案
把

握
後
に
応
援
要
請
も
考
え
た

い
。

波
及
効
果
を
鑑
み
た
経
済
政
策
に

つ
い
て

　

現
在
、
本
市
に
お
け
る
経
済

施
策
の
一
つ
に
中
和
幹
線
沿
い

の
企
業
誘
致
が
あ
る
が
、
雇
用

や
税
収
面
な
ど
の
波
及
効
果
を

ど
の
程
度
見
込
み
、
完
了
後
の

企
業
誘
致
係
や
施
策
等
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
考
え
か
。
行

財
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
、
歳

入
の
確
保
を
重
要
課
題
と
し
、

企
業
誘
致
を
掲
げ
る
の
で
あ
れ

ば
、
も
っ
と
市
内
も
し
く
は
近

隣
地
域
に
お
け
る
波
及
効
果
に

目
を
向
け
、
選
択
と
集
中
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。
波
及
効
果
の

算
定
に
は
、
奈
良
県
の
産
業
連

関
表
を
用
い
た
と
い
う
が
、
兵

庫
県
や
岡
山
県
の
本
市
よ
り
人

口
規
模
の
少
な
い
市
で
も
、
こ

の
産
業
連
関
表
を
独
自
に
作
成

し
、
政
策
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本

市
も
独
自
に
、
も
し
く
は
近
隣

地
域
と
と
も
に
作
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。
基
幹
産
業
を
見
つ

め
な
お
す
上
で
も
有
効
で
あ

る
。
現
在
、
市
の
産
業
に
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
な
い
が
、
山
間

地
を
も
ち
、
材
木
で
発
展
し
て

き
た
歴
史
か
ら
、「
バ
イ
オ
マ

ス
」
に
目
を
向
け
た
研
究
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答�

（
市
長
）　

波
及
効
果
は
県
の
産

業
連
関
表
を
用
い
、
県
全
体
で

72
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
企

業
誘
致
の
効
果
と
し
て
は
、
設

計
業
務
や
測
量
、
今
後
の
商
業

施
設
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
材
料

調
達
や
運
搬
等
、
幅
広
い
影
響

を
予
想
し
て
お
り
、
少
し
で
も

多
く
の
市
内
事
業
者
の
利
用
を

企
業
側
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

開
店
後
は
、
地
域
雇
用
の
拡
大

や
税
収
の
増
加
等
に
期
待
し
て

い
る
。
企
業
誘
致
係
に
つ
い
て

は
全
地
域
に
立
地
さ
せ
る
こ
と

を
最
優
先
に
取
り
組
み
、
そ
の

後
は
、
中
心
市
街
地
や
三
輪
参

道
沿
道
等
へ
の
民
間
事
業
者
の

誘
致
も
重
要
業
務
と
考
え
て
い

る
。
市
独
自
の
産
業
連
関
表
は

他
市
の
状
況
を
調
査
し
、
研
究

課
題
と
し
た
い
。
バ
イ
オ
マ
ス

も
含
め
、
身
近
な
資
源
を
う
ま

く
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
賛
同
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
一
層
研
究
し
な

が
ら
、
民
間
で
声
が
出
て
き
た

一斉地震行動（シェイクアウト）訓練のようす

問
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場
合
は
、
一
緒
に
考
え
た
い
。

発
達
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
４
月
に
「
発
達
障

害
者
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、

本
市
に
お
い
て
も
様
々
な
支
援

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
発

達
障
が
い
の
症
状
は
幅
広
く
、

家
族
や
本
人
も
気
づ
き
に
く
い

上
に
、
社
会
の
理
解
も
十
分
に

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
早
期
発

見
や
支
援
体
制
の
整
備
が
阻
害

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
が
社
会
に
適
応
す
る
力
を
身

に
つ
け
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く

成
長
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
早
期
に
気
づ
き
適
切
な

療
育
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
①
早
期

発
見
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
②

発
達
障
が
い
児
に
対
す
る
き
め

細
か
い
適
切
な
支
援
に
つ
い
て

③
発
達
障
が
い
に
対
す
る
教
師

等
や
市
民
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
④
専
門
的
な

知
見
を
も
つ
作
業
療
法
士
や
母

親
の
心
理
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
含
む
心
理
士
等
の
不
足
に

つ
い
て
⑤
市
教
育
委
員
会
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、
児

童
生
徒
へ
の
対
応
等
に
関
し
、

専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
持
つ

巡
回
相
談
員
を
派
遣
し
、
実
態

把
握
と
早
期
発
見
を
行
い
、
保

護
者
及
び
学
校
、
園
へ
の
適
切

な
支
援
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
が
、
小
中
学
校

で
ど
れ
程
の
相
談
件
数
が
あ

り
、
何
名
で
対
応
し
て
い
る
の

か
⑥
小
中
学
校
の
通
常
の
学
校

に
在
籍
し
、
比
較
的
軽
度
の
言

語
障
が
い
や
情
緒
障
が
い
、
注

意
欠
如
多
動
性
障
が
い
な
ど
が

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
各
教

科
の
指
導
を
通
常
の
教
室
で
行

い
つ
つ
、
個
々
の
障
が
い
の
状

況
に
応
じ
週
１
か
ら
８
単
位
ぐ

ら
い
特
別
な
指
導
を
行
う
「
通

級
指
導
教
室
」
を
県
内
10
市
で

設
置
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

本
市
の
考
え
に
つ
い
て
⑦
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
社
会
人
と
な
っ
た
以

降
も
発
達
に
応
じ
た
切
れ
目
な

い
支
援
を
、
関
係
す
る
部
署
、

機
関
が
連
携
し
て
行
う
体
制
づ

く
り
の
構
築
が
必
要
と
考
え

る
。
総
合
的
な
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
こ
と
で
は
、「
リ

ン
ク
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
い

る
市
も
あ
る
が
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

①
乳
幼
児
の
定
期
健

診
等
を
通
じ
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
②
就
学
前
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
ク

ロ
ー
バ
ー
学
園
（
児
童
発
達
支

援
）、
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
医
療
型
児

童
発
達
支
援
）へ
の
通
所
支
援
、

就
学
後
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
通
所
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
③
保
育
士

に
つ
い
て
は
、
県
や

保
育
士
会
、
民
間
事

業
者
の
主
催
す
る
研

修
会
等
へ
の
参
加
を

促
進
し
て
い
る
。
④

療
育
教
室
等
に
定
期

的
な
臨
床
心
理
士
や

作
業
療
法
士
等
が
巡

回
し
、
ス
タ
ッ
フ
や

保
護
者
に
適
切
な
専

門
的
助
言
を
行
っ
て

い
る
。
で
き
る
だ
け

十
分
な
支
援
体
制
を

整
え
た
い
。
⑦
発
達

障
が
い
支
援
に
つ
い

て
は
、
今
以
上
に
、

市
民
が
発
達
障
が
い
に
つ
い
て

知
る
機
会
を
増
や
す
と
と
も

に
、
先
進
事
例
も
参
考
に
し

て
、
関
係
す
る
部
署
、
機
関
の

相
互
連
携
に
努
め
た
い
。
リ
ン

ク
ノ
ー
ト
は
、
身
近
な
相
談
窓

口
の
情
報
と
発
達
障
が
い
を
持

つ
本
人
の
記
録
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
人
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ

と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
本
市

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
必

要
な
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
今
後
よ
り
一
層

PR
し
、
利
用
の
促
進
を
図
り
た

い
。

答�

（
教
育
長
）　

③
新
任
教
員
に
つ

い
て
は
、
初
任
者
研
修
時
に
発

達
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
と

研
修
に
努
め
、
各
学
校
に
は
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
研
修
会
へ
の

参
加
、
児
童
生
徒
の
実
態
把
握

や
各
担
任
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
８
月
に
全
教
職
員
を
対
象

に
発
達
障
が
い
に
関
す
る
理
解

と
支
援
に
向
け
た
研
修
会
を
実

施
し
て
い
る
。
保
護
者
に
対
し

て
は
家
庭
教
育
学
級
等
の
研
修

に
お
い
て
、
支
援
を
要
す
る
子

ど
も
の
理
解
推
進
に
努
め
て
い

る
。
⑤
巡
回
相
談
員
に
つ
い
て

は
１
名
を
委
嘱
、
相
談
件
数
は

平
成
20
年
度
で
57
件
、
平
成
26

年
度
で
１
５
４
件
と
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
時

間
を
短
縮
し
対
応
し
て
お
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

⑥
通
級
指
導
教
室
を
開
設
す
る

に
は
、
県
に
教
員
の
加
配
要
請

を
行
う
と
と
も
に
、
市
と
し
て

教
室
設
置
場
所
の
選
定
、
教
材

等
の
準
備
が
必
要
と
な
り
、
現

在
、
設
置
に
向
け
て
進
め
て
い

る
。

問 　
一
般
質
問

　
　
　
　
大
西
　
亘�

議
員

桜井市福祉センター
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秋 の 交 通 安 全 県 民 運 動
実 施 期 間　９月 21 日（日）～ 30 日（火）
ス ロ ー ガ ン　『交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり』
　　　　　　　　～　大和の交通マナーを高めよう　～

運動の基本 �� 　子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点

１　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
２　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
３　飲酒運転の根絶
４　二輪車、原付車の交通事故防止（地域重点）

《秋の交通安全県民運動》関係行事
１　平成 26 年秋の交通安全県民大会
　 ▽日時　９月 18 日（木）午後１時～３時 30 分
　 ▽場所　かしはら万葉ホール（橿原市小房町 11 ‐５）
　 ▽内容　第１部　県警音楽隊ウエルカム演奏・表彰式・交通安全宣言など
　　　　　第２部　アトラクション

２　桜井市内で実施される行事
日　付 時　間 行　事　名　称 場　所

9 / 21（日） 9：00 ～ 10：00 街頭広報啓発活動・交通安全宣言 中央公民館前交差点

9 / 23（火・祝）
11：30 ～ 13：00
13：00 ～ 15：30

交通安全バザー
さくらい交通安全フェスティバル

市民会館

9 / 30（火） 16：00 ～ 17：00
街頭広報啓発活動「交通事故死ゼロを
目指す日」

箸中南交差点

�※期間中に、「子育て・高齢者宅訪問」等も行われます。

　毎年、多くの人が交通事故により死傷しています。また、記録の残る昭和 43 年以降、毎日、交通死亡事
故が発生している状況です。このような中、交通安全に対する国民の意識を高めるために、平成 20 年１月に、
「交通事故死ゼロを目指す日」を設けることとされました。
　�平成 26 年９月 30 日は、「交通事故死ゼロを目指す日」です。市民一人ひとりが、交通ルールを守り、交通
マナーを実践するなど交通事故に注意して行動することによって、交通事故を無くしましょう。

９月 30 日は『交通事故死ゼロを目指す日』 

【危機管理課】

放
置
自
転
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
本
市
で
は
、
市
民
の

安
全
と
良
好
な
生
活
環

境
を
保
持
す
る
た
め

「
桜
井
市
自
転
車
等
の

放
置
防
止
に
関
す
る
条

例
」に
基
づ
き
、
近
鉄
・

JR
桜
井
駅
、
大
福
駅
周

辺
に
放
置
禁
止
区
域
を

設
け
て
い
ま
す
。
放
置

禁
止
区
域
で
自
転
車
や

ミ
ニ
バ
イ
ク
が
放
置（
駐
輪
）さ
れ
た
場
合
は
、
市
が
移

動
し
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
置
自
転
車

等
は
歩
行
者
や
他
の
交
通
の
妨
げ
に
な
り
、多
く
の
人
々

に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を

守
り
、
放
置
自
転
車
の
な
い
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
、

自
転
車
等
は
必
ず
駐
輪
場
に
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

移
動
し
た
自
転
車
は
桜
井
駅
南
口
の
自
転
車
保
管
所

で
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
半
数
以
上
が
引
き
取
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
移
動
後
60
日
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
引
き
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
返
還
時
に
必
要
な
物

　�

保
管
自
転
車
等
引
取

通
知
書
（
持
ち
主
が

確
認
で
き
た
場
合
、

市
役
所
か
ら
送
付
）、

自
転
車
の
鍵
、
学
生

証
・
免
許
証
等
の
名

前
と
住
所
を
確
認
で

き
る
も
の
、
移
動
費
２
、０
０
０
円
（
移
動
日
か
ら
14

日
を
過
ぎ
る
と
保
管
費
１
、０
０
０
円
を
別
途
加
算
）

▽�

返
還
時
間
　
年
末
年
始（
６
日
間
）以
外
の
日
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時�������������������������������【
危
機
管
理
課
】

放
置
自
転
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
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◎
開
催
日　

９
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
～
８
時
30
分

◎ 

場
所　

金
屋
河
川
敷
公
園 

特
設
会
場

気
象
警
報
・
河
川
増
水
等
、
開
催
が
危
険
と

思
わ
れ
る
場
合
は
開
催
順
延
し
ま
す
。

午
後
２
時
～

○
カ
ヌ
ー
乗
船
体
験

○
海
柘
榴
市

午
後
３
時
～

○
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

午
後
３
時
30
分
～

○ 

市
民
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

《
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
空
手
演
武
、

相
撲
甚
句
、
踊
り
（
そ
う
め

ん
音
頭
等
）》

午
後
６
時
～

○
式
典
（
火
・
土
・
水
の
奉
納
）

午
後
６
時
30
分
～

○ 

願
い
や
想
い
を
込
め
て

《
歌
垣
火
送
り
》

午
後
７
時
～

○ 

盆
踊
り

○
舞
台

「3hearts

」さ
ん
ら
が
、和
太
鼓
・

篠
笛
・
津
軽
三
味
線
・
ピ
ア
ノ

を
多
様
に
組
み
合
わ
せ
て
、
童

謡
や
唱
歌
に
斬
新
な
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
楽
曲
や
多
彩
な
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
。

◆
注
意
し
て
く
だ
さ
い
◆

※ 

会
場
周
辺
に
は
、
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
天
理
教

敷
島
大
教
会
臨
時
駐
車
場
ま

た
は
駅
前
市
営
駐
車
場
（
有

料
）、エ
ル
ト
ビ
ル
駐
車
場
（
有

料
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

は
桜
井
駅
北
口
と
敷
島
大
教

会
か
ら
運
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
和
幹
線
金
屋
ラ

ン
プ
出
入
口
付
近
は
大
変
危

険
で
す
の
で
自
主
規
制
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　

大
和
さ
く

ら
い
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
事
務
局
窓
口
：
観
光
ま
ち

づ
く
り
課

42
‐
９
１
１
１
内

線
３
４
２
・
FAX 
42
‐
１
７
４
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
随
時
更
新
中

http://m
anyou-fes.jp/

） 
  【

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】　

　

桜
井
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
総
決
算
「
大
和
さ
く
ら
い
万
葉
ま
つ
り
」。
今

年
は
恒
例
の
「
現
代
版
海つ

ば

い

ち

柘
榴
市
」「
歌
垣
火
送
り
」
を
は
じ
め
、「
カ
ヌ
ー

乗
船
体
験
」
や
「
盆
踊
り
」
の
ほ
か
各
種
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
市
民
ス
タ
ッ
フ
も
、
ま

つ
り
当
日
ま
で
大
募
集
で
す
！

　市のイメージを広く市内外に PR できる手段とし
て、桜井市マスコットキャラクターひみこちゃん、
箸墓古墳と纒向遺跡から出土した弧文円板をデザイ
ンした原付バイクの新課税標識（オリジナルナンバー
プレート）を導入します。

■�対象車両＝第一種原動機付自転車・排気量 50cc
以下のバイク（白のナンバープレート）のみで、
限定 1,000 枚です。

＊  90cc・125cc 以下のバイクやミニカー等の新標
識はありません。
■�交換方法＝①申請書（交付窓口にあります）、②

印鑑、③本人確認のできる物（免許証・保険証等）、
④標識（現在交付しているナンバープレート）を
持って、税務課市民税係（窓口５番）へ

＊ 代理人の場合は、代理人の印鑑と代理人の確認で
きる物（免許証・保険証等）が必要です。

＊ 新規登録申請の場合は、今までの申請方法と同様
ですが、販売証明書または廃車証明書と、本人確
認のできる物（免許証・保険証等）も必要です。

　これまでのデザイン標識と新しいデザインの選択
制ですので、申請時にどちらか選択してください。
■交換費用＝無料です。

＜注意事項＞
＊ 標識交換の場合、番号が変わりますので自賠責保

険の変更手続きが必要です。
＊ 希望ナンバー対応はしません。受付順に標識番号

を交付します。
＊ 同一車両での交換は１回のみです。（新標識から

の交換はしません。）
＊ 受付開始８時 30 分の時点で交換手続き来庁者が

複数の場合、受付順番を抽選します。受付番号を
抽選し、申請書への記入後順次交付します。新規
登録の人の場合も同様の手続きとなりますので、
ご協力お願いします。

▽  問い合わせ先　税務課市民税係（ 42 ‐ 9111
内線 571）　　　　　　　　　 　　　      【税務課】

原付バイク   「 新  課
ナ ン バ ー プ レ ー ト

税 標 識 」の交付が始まります
（第一種原付・総排気量 50cc 以下）

一般の交付・交換受付は、10 月１日（水）午前８時 30分�から
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　コカ・コーラウエスト株式会社の地域社会貢献事業として、初瀬小学校に一輪車 10 台が寄贈されました。
７月 10 日にコカ・コーラウエスト株式会社役員・市教育長・県教育委員会指導主事・初瀬小学校評議員を
来賓に迎え、贈呈式が行われました。
　贈呈式では、西森校長より、日頃から一輪車を使って体力向上に取り組んでいる
様子と今回の寄贈に対してお礼の言葉がありました。コカ・コーラウエスト株式会
社の役員からは、「みなさんも一輪車を使って体を鍛えると共に、しっかり英語も
話せるようになり、世界に羽ばたいてほしい。」と児童へ熱いメッセージが贈られ
ました。西森校長から、コカ・コーラウエスト株式会社へ感謝状が渡され、「一輪
車を大切に使い、体力向上を目指すと共に『心豊かなはせっ子』を育てていきたい。」
との決意が述べられました。
　最後に、５年生全員と６年生の有志による「Let It Go ～ありのままで」の曲に合わせたスピード感のあ
る演技が披露され、体育館いっぱいに笑顔と歓声が溢れていました。  　　　　　　　　　  【学校教育課】　　　　　

　７月３日、公益財団法人日本公衆電話会より、
市内 11 小学校の５年生児童に「こども手帳」が寄
贈されました。
　日本公衆電話会では、社会貢献の一環として、
平成 24 年度より「こども手帳」を作成、全国の市
町村に配布されており、一昨年、昨年に引き続き、
本年度も配布先市町村の一つとして桜井市が選ば
れました。市内 11 小学校を代表して、桜井西小学
校の５年生児童への贈呈式が行われました。
　「こども手帳」には交通事故・事件・犯罪などか
ら自ら身を守る方法などが掲載されています。ま
た、災害非常時における災害用伝言ダイヤル 171
についての説明も掲載されています。
　桜井西小学校をはじめ、
市内すべての小学校では、
今後も子どもが安全で安
心できる社会を目指し、取
組を進めていくことを再
確認しました。

　７月１日桜井西小学校の長年にわたる学校安全
への取組が評価され、首相官邸において日樫校長
に内閣総理大臣より表彰状と盾が授与されました。
　７月８日に市役所において受賞報告会が行われ、
学校から児童、ＰＴＡ、地域の代表の方が参加し、
松井市長をはじめ多くの方々に報告をしました。
市長からは「大変喜ばしいことです。これからも
市内小中学校の模範となり、地域と学校が協力し、
安心安全な学校・地域づくりに邁進してください。」
とお祝いの言葉をいただきました。桜井西小学校
は、これからも尚一層安全安心な学校・地域づく
りに取り組むことを確認しました。

�桜井西小学校
�「平成 26 年安全功労者内閣総理大臣表彰」受賞

市内小学校へ
日本公衆電話会より「こども手帳」贈呈

�初瀬小学校　一輪車贈呈式

お
出
か
け
す
る
と
き
は
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
！　

　

公
共
交
通
機
関
は
、
マ
イ
カ
ー
に

比
べ
て
環
境
に
や
さ
し
い
移
動
手
段

で
す
。
い
つ
も
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し

て
い
る
人
が
、
少
し
で
も
マ
イ
カ
ー

で
の
移
動
を
バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関

で
の
移
動
に
変
え
る
だ
け
で
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
マ
イ
カ
ー
の
普
及

に
よ
り
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
が
少
な
く
な
り
ま
す
と
、
バ
ス

路
線
の
廃
止
、
運
行
回
数
の
削
減
や

運
行
時
間
帯
の
短
縮
を
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

大
切
な
地
球
を
将
来
に
わ
た
っ
て

守
る
た
め
に
も
、
外
出
さ
れ
る
時
は

出
来
る
限
り
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
て
い
ま
す

　

以
前
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た

上
之
郷
地
域
で
、
公
共
交
通
空
白
地

を
解
消
す
る
た
め
、
上
之
郷
地
域
の

住
民
の
人
が
利
用
で
き
る
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
週
３
日
、
上
之

郷
地
域
か
ら
桜

井
駅
・
済
生
会

中
和
病
院
ま
で
）

を
運
行
し
て
い

ま
す
。

【
行
政
経
営
課
】
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健康だより

番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。

10
乳幼児対象事業（妊婦・乳幼児と保護者対象）

乳幼児健康診査（対象者には個人通知します）
事業名 対象者 日時（受付時間）場所 内容 持ち物

４か月児
健康診査

平 成 26 年 6 月 1 日 ～
6 月 15 日生まれ

10 月 17 日（金）
13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

身体計測・問診・診察（内
科）・離乳食の話・育児
相談

母子健康手帳・乳幼
児健康管理票・問診
票・バスタオル平成 26 年 6 月 16 日～

6 月 30 日生まれ
10 月 31 日（金）
13：00 ～ 14：00

10 か月児
健康診査

平成 25 年 12 月 1 日～
12 月 15 日生まれ

10 月 16 日（木）
13：00 ～ 14：00 身体計測・問診・診察（内

科）・育児相談・歯科相談・
栄養相談

母子健康手帳・問診
票・バスタオル平成 25 年 12 月 16 日

～ 12 月 31 日生まれ
10 月 30 日（木）
13：00 ～ 14：00

1 歳 6か月児
健康診査

平 成 25 年 3 月 1 日 ～
3 月 15 日生まれ

10 月 2 日（木）
13：00 ～ 14：00

身体計測・問診・診察（内
科・ 歯 科 ）・ 育 児 相 談・
歯科相談・栄養相談・発
達相談

母子健康手帳・健康
診査票・歯科診査票平成 25 年 3 月 16 日～

3 月 31 日生まれ
10 月 3 日（金）
13：00 ～ 14：00

2 歳 6か月児
歯科健康診査

平成24 年3 月生まれ 10 月 2 日（木）
  9：00 ～ 10：00

問 診・ 診 察（ 歯 科 ）・ 歯
科相談・育児相談
※ 保護者の歯科健診も実

施しています。

母子健康手帳・歯科
診 査 票（ 子 ど も 用・
保護者用）・質問票・
ハブラシ・タオル

3 歳 6か月児
健康診査

平 成 23 年 3 月 1 日 ～
3 月 15 日生まれ

10 月 23 日（木）
13：00 ～ 14：00

尿検査・身体計測・問診・
診察（内科・歯科）・育児
相談・歯科相談・栄養相
談・発達相談

母子健康手帳・健康
診査票・アンケート
票・当日朝一番の尿平成 23 年 3 月 16 日～

3 月 31 日生まれ
10 月 24 日（金）
13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児

健康相談）

主 に 生 後 9 か 月 未
満の乳児

10 月 9 日（木） 
 9：30 ～ 10：00 ▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主 に 生 後 9 か 月 ～

1 歳 7 か月未満の乳
幼児

10 月 28 日（火）  
9：30 ～ 10：00 ▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

◆

生 後 5 か 月 ～ 8 か
月 未 満 の 乳 児 の 保
護者

10 月 10 日（金）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

パパママ教室
◆

第 1 子目の妊娠 6
か月～ 9 か月未満
の妊婦とその家族

10 月 25 日（土）
9：30 ～ 12：00 ◎

保
健
会
館

赤ちゃん人形で沐浴やオ
ムツ交換・抱っこ体験等
妊婦体験（希望者）

母子健康手帳・
筆記用具 要

（
15
組
）

▲…受付時間　◎…実施時間　◆…〈要申込〉の事業は電話で健康推進課（ 45‐ 3443）まで。
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高
齢
者
（
満
65
歳
以
上
）
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る

季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
通

常
の
風
邪
と
は
異
な
り
、
高
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
等
の
全

身
症
状
と
咳
、
鼻
水
等
の
症
状
が

出
る
の
が
特
徴
で
す
。
特
に
高
齢

者
や
慢
性
疾
患
を
も
っ
て
い
る
人

が
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
等
を
合
併
し
重
症
化
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
重
症
化
し
な

い
た
め
に
も
流
行
前
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽ 

対
象
者　

接
種
時
点
で
満
65
歳

に
達
し
、
自
ら
接
種
を
希
望
さ

れ
る
人
。

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
行
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
、

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
し
て
お
り
、

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

で
医
師
が
必
要
と
認
め
、
自
ら

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
。

▽ 

接
種
期
間　

10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
や
同
じ
年

度
内
で
２
回
目
以
降
の
接
種
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽
料
金　

１
、５
０
０
円　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は

無
料
に
な
り
ま
す
。（
昨
年
同

様
に
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
）

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
も
無

料
に
な
り
ま
す
が
、
接
種
前
に

健
康
推
進
課
（
保
健
会
館
）
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽ 

実
施
場
所　

市
内
の
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
（
２
０
１
４
年

度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
医
療

機
関
）。
予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
接
種
前
に

健
康
推
進
課
（
保
健
会
館
）
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
は
印
鑑
と
接
種
料
金

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
９
月
25
日
（
木
）
か
ら
開

始
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
65

歳
に
な
る
人
に
は
個
人
通
知
し
ま

す
。

　

66
歳
以
上
の
人
は
、
市
内
実
施

医
療
機
関
に
予
診
票
を
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

（

45
‐
３
４
４
３
）

事 業 名 対 象 者 日 時（ 受 付 時 間 ） 場所 内 容 料 金 申 込

胃 が ん・ 肺
がんセット
検診

35 歳 以 上 の
市民

10 月６日（月）
9：00 ～ 11：20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで胃
部のレントゲン撮影

900 円

要
（定員
15 名）

10 月 20 日（月）
9：00 ～ 11：20

肺がん検診：
胸部のレントゲン撮
影と痰の検査（必要
な人のみ）

無料
（ただし、痰の

検査が必要な
場合は 300 円）

※申込みは電話で医療センター（ 45 ‐ 2505）、または健康推進課（ 45‐ 3443）まで（定員になり次
第締め切りになります）。妊娠中又は妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。
胃腸疾患の治療中の人はかかりつけの医療機関で受診してください。

◎検（健）診をうけましょう！◎

健
康
相
談�

　
「
健
診
結
果
が
気
に
な
る
」「
生

活
習
慣
を
見
直
し
た
い
が
、
具
体

的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
？
」
等
、

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
相
談
を
受

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
改

善
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分

か
っ
て
い
る
け
ど
実
行
が
で
き
な

い
人
に
対
し
て
も
、
実
行
に
向
け

て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
必
ず

電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

日
時　

10
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時　

▽ 

場
所　

市
役
所
３
階
第
１
会
議

室
▽  

内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養

士
の
健
康
相
談
、
血

☆

圧
測

定
、

身

☆

長
・
体
重
測
定
、
体

☆

脂

肪
測
定
、
尿

☆

検
査　
　

　

☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施　

▽ 
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
検
査
結

果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か
る
も

の
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
料
金　

無
料

▽ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
） 要予約
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セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
！

　

最
近
市
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

が
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
や
ア
パ
ー
ト
の
溝
等
で
発
見

さ
れ
、
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
特
定
外
来

生
物
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
原

産
地
と
す
る
ク
モ
で
毒
を
も
っ
て

い
ま
す
。

①
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
態

　

雌
の
体
長
は
、
約
0.7 

cm
～
１

cm
で
全
体
が
黒
色
で
腹
部
の
背

面
に
赤
色
の
縦
斑
紋
が
あ
り
ま

す
。
雄
の
体
長
は
、
0.4 

cm
～

0.5 

cm
で
腹
部
の
背
面
は
灰
白
色

を
し
て
い
ま
す
。
穴
や
隙
間
に

強
い
糸
で
不
規
則
な
網
を
張
る

た
め
、
排
水
溝
の
蓋
や
格
子
部

分
、側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中
、

裏
側
等
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

② 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
咬
ま
れ
な

い
た
め
の
注
意

・
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い
こ
と

・ 

衣
服
の
上
か
ら
咬
ま
れ
る
可
能

性
は
低
い
の
で
、
野
外
で
作
業

す
る
場
合
は
、長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

手
袋
等
を
着
用
す
る
こ
と

③ 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
咬
ま
れ
た

と
き
の
対
処
法

　

咬
ま
れ
た
時
は
、
針
で
刺
さ

れ
た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
ま

す
。
や
が
て
咬
ま
れ
た
部
分
の

周
り
が
腫
れ
て
赤
く
な
り
ま

す
。
悪
化
す
る
と
痛
み
、
発

汗
、
発
熱
、
発
疹
な
ど
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
温
水
や

石
鹸
水
で
傷
口
を
洗
い
、
病
院

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

④
駆
除
方
法

　

市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
で
駆

除
で
き
ま
す
。

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
！

　

も
ぐ
も
ぐ
教
室
で
、
お
母
さ
ん

達
が
勉
強
し
て
い
る
間
、
別
室
で

赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
子
育
て

経
験
者
・
赤
ち
ゃ
ん
に
関
わ
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。（
託
児
は
担
当
の
保
健
師
と

一
緒
に
行
い
ま
す
）

▽
日
程　

10
月
10
日
（
金
）

11
月
13
日
（
木
）

12
月
11
日
（
木
）

▽
時
間　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※ 

都
合
の
良
い
日
の
み
の
協
力
で

も
結
構
で
す
。

▽ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
）

ま
で
。

９月は健康増進普及月間です
　
　近年、生活習慣病対策が重要な問題となってい
ますが、生活習慣病は日常生活のあり方と深く関
連しており、国民の健康の保持・増進を図るため
には、運動習慣の定着や食習慣の改善といった健
康的な生活習慣の確立が重要です。そのため、健
康増進法により、毎年 9 月を健康増進普及月間と
定め、国民一人一人の健康に対する自覚を高め、
健康づくりに向けた実践を促進する普及啓発を全
国的に実施しています。桜井市でも「健康さくら
い 21 計画（第 2 次）・食育推進計画」を策定し、
推進しています。

　自分の生活習慣を振り返る機会として、
健康診査・がん検診を受診しましょう

　健康推進課の健康増進法に基づくがん検診は、
胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・子宮が
ん検診・乳がん検診等で、会社等ほかで受診する
機会のない人が対象になります。各検診ごとに、
ひとり年１回公費負担となります。ただし子宮が
ん検診、乳がん検診は 2 年に１回のため平成 25
年度に公費負担で受診された人は、今年度の公費
負担の対象になりません。
　詳しくは健康推進課（ 45 ‐ 3443）まで。

市
民
の
み
な
さ
ん
へ　

　

あ
な
た
の
気
付
き
が
子
ど
も
の
命
を
救
い
ま
す

・
泣
き
声
や
ど
な
り
声
が
聞
こ
え
る
時

・
泣
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
時

・
姿
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
時

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
へ　

　

育
児
が
し
ん
ど
い
、
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い

　
　

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

 

　

誰
が
連
絡
し
た
か
わ
か
ら
な
い
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
虐
待
で
な
か
っ
た
場
合
も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

【
児
童
福
祉
課
】

桜
井
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

休
日
夜
間
の
午
後
５
時
～

翌
朝
９
時
も
対
応
し
ま
す

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
か

44
‐
５
８
０
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ:

43
‐
７
０
８
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
月
～
金

『
キ
ッ
ズ
』
Ｓ
Ｏ
Ｓ
事
務
局

（
市
児
童
福
祉
課
）

42
‐
９
１
１
１　
内
線
２
１
３

家
庭
児
童
相
談
室　

  

内
線
２
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
42
‐
１
７
４
７

警察署� １１０　消防署� １１９
緊急時

ま
ず
電
話
く
だ
さ
い
。
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◆Ｅメールアドレスが変更になりました！◆
　今後は tosyokan.sakura@office.eonet.ne.jp までよろ
しくお願いします。
●図書館語り手養成講座

開 催 日 内 容
９月 18 日（木） 「お話」とは
10 月 16 日（木） 選ぶこと
11 月 20 日（木） 覚えることと話し方
12 月 18 日（木） お話の実習
平成 27年１月 10日（土） 発表会

▽講師　桜井市おはなしの会

▽対象　初心者の人

▽場所　図書館　会議室

▽時間　午前 10 時～ 11 時 30 分

▽定員　20 名

●図書館啓発講座「振り込め詐欺に気をつけよう」

▽日時　９月 24 日（水）午後２時～３時

▽講師　津田涼子さん（桜井警察署生活安全課係長）

▽内容　振り込め詐欺の実際と対処法について

▽場所　図書館　会議室

●図書館教養講座　後期講座生募集「デッサン教室」
開 催 日 内 容

10 月４日（土） 静物をデッサンする
11 月１日（土） 自分の手を描く

▽ �講師　宮井市太郎さん（スケッチ画家・劇空間デザ
イナー）

▽場所　図書館　会議室

▽時間　午後２時～３時 30 分

▽ �持ち物　スケッチブックか画用紙、鉛筆（4B か
3B）、消しゴム　

▽定員　20 名
●すべての講座共通
� ▽ �申込方法　ハガキ、またはＥメールにて、講座名、

郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、桜井市
立図書館（〒 633‐0051 大字河西 31 番地・Ｅメー
ル tosyokan.sakura@office.eonet.ne.jp）へ申込んで
ください。図書館カウンターでも受付けています。

▽ �申込期間　９月１日（月）から、定員になり次第締
め切ります。

※参加費は、全講座無料です。

おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ

未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。
月 日 対 象 時 間 内 容 場 所

9

6 日（土） こども（小学生から）
午後 3時～ 3時 30 分

おはなしや絵本の読み
聞かせなど

おはなしのへや
13 日（土） こども（3歳～ 6歳）
20 日（土） どなたでも

絵本の読み聞かせなど
27 日（土） こども（2歳まで） 午後 3時～ 3時 15 分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※大人も入場できます
●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。

期限を過ぎてもご返却がない場合、貸出停止になることがあります。
　みなさんのご理解とご協力をお願いします。

◎今月の休館日は、毎週火曜日と第２金曜日（12 日） です。

【図書館 44 ‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ

効
率
的
な
ご
み
収
集
の

　
　
　
　

   　
　

た
め
の
お
願
い

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
（
一
定
の
戸
数
、
区
域
ご
と
に

集
積
場
所
を
設
け
る
こ
と
）
で
収
集
し
、

集
積
場
所
を
出
来
る
限
り
少
な
く
す
る

の
が
効
率
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
、
決
め
ら

れ
た
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
（
午
前
８

時
30��
分
）
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所

に
出
す
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

決
め
ら
れ
た
場
所
と
い
う
の
は
、
区

長
お
よ
び
総
代
等
の
申
し
出
に
よ
り
、

環
境
部
と
協
議
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

　

収
集
車
が
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
行

で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。   【
環
境
部
】

みんなで徹底しよう
「 三 な い 運 動 」

寄附禁止のルールを守って明るい選挙を実現
しましょう。　　　　　　　【選挙管理委員会】
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お
知
ら
せ
制
度
・
行
政
情
報
・
相
談
・
募
集
・

催
し
・
講
座
・
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

24

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
９
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
記
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽�

日
時　

９
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

～
７
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

日
本
国
民
で
以
下
の
要
件
を
満

た
す
人

▽�

年
齢
条
件　

平
成
６
年
９
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と

▽�

住
所
要
件　

平
成
26
年
６
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
け
を

し
た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出

が
な
さ
れ
）
引
き
続
き
９
月
１

日
現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
る
こ
と
。

　

同
時
に
平
成
26
年
６
月
３
日

か
ら
平
成
26
年
９
月
２
日
ま
で

の
間
に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
記

載
し
た
書
面
も
縦
覧
で
き
ま

す
。　
　

�【
選
挙
管
理
委
員
会
】

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

　

み
な
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や

障
害
者
に
対
す
る
い
じ
め
、
い
や

が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の
人
権
侵
害

が
起
き
て
い
る
の
で
は
…
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
な

さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
お
よ

び
障
害
者
の
人
権
に
関
わ
る
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の

で
、気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

日
時　

９
月
８
日
（
月
）
～
12

日
（
金
）
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時
、
９
月
13
日
（
土
）・

14
日
（
日
）
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時

▽�

相
談
員　

奈
良
地
方
法
務
局
職

員
お
よ
び
奈
良
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
人
権
擁
護
委
員

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

・�

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

※�

電
話
を
か
け
た
場
所
の
最
寄
り

の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
能
、

Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可
。

【
人
権
施
策
課
】

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
お
願

い
　

上
下
水
道
部
で
は
、
９
月
１
日

（
月
）か
ら
20
日（
土
）に
か
け
て
、

次
の
地
域
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
取
替
え
予
定
区
域

高
田
の
一
部
・
安
倍
木
材
団
地

１
丁
目
の
一
部･
上
之
宮
の
一

部
・
河
西
の
一
部･

谷
の
一
部

･

生
田
の
一
部･

阿
部
の
一
部

･

浅
古
の
一
部

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
総
務
課

お
客
様
係
（

42
‐
９
２
１
１

〈
代
表
〉）　�　
【
水
道
総
務
課
】

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○
災
害
に
備
え
て
！

　

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」
で
す
。

　

台
風
に
よ
る
風
雨
災
害
な
ど
大
き
な
災
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今

年
も
、
長
野
県
で
大
雨
に
よ
る
土
石
流
な
ど
で
大
規
模
な
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
判
り
ま
せ
ん
。　

　

み
な
さ
ん
も
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て
、
避
難
方
法
や
避
難
経
路
、

避
難
場
所
の
確
認
を
し
、
非
常
用
持
出
品
（
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・

電
池
等
）
の
準
備
、　

２
～
３
日
分
の
食
料
、
飲
料
水
の
備
蓄
な
ど
を

行
う
と
共
に
、
災
害
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
の

み
な
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
警
察
相
談
に
つ
い
て　

　

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
で
す
。

　

奈
良
県
警
で
は
、
警
察
本
部
や
各
警
察
署
に
「
ナ
ポ
君
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
て
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
に
関
す

る
相
談
や
、
み
な
さ
ん
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
つ
い

て
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
面
接
に
よ
り
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
で
の
相
談　
（

♯
９
１
１
０
）

　

・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で
の
相
談　
（

０
７
４
２
‐
23
‐
１
１
０
８
）

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
相
談　
　
　
　
（
FAX�
０
７
４
２
‐
24
‐
０
８
７
４
）

○
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て　
　

　

９
月
21
日
（
日
）
～
30
日
（
火
）
ま
で
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点
は
、

　

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
歩
行
中
、
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

　

・�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止　

で
す
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】
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行政情報

気軽に遊びに来てくださいね

桜
井
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
10
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

現
在　
　
　
　
　

http://w
w
w
.city.sakurai.nara.jp　

10
月
１
日
以
降　

http://w
w
w
.city.sakurai.lg.jp　

　

�【
総
務
課
】

◆出張つどいの広場

▽ �対象　０歳～就学前の子
どもと保護者

▽日程　10 月 10 日（金）

▽時間　午前 10 時～正午

▽場所　いわれ会館（安倍木材団地）　
【児童福祉課】

◆つどいの広場（西ふれあいセンター分館）
　つどいの広場には、｢安心して遊べるね｣
｢今日は何して遊ぼう｣ と、たくさんの子ども
と保護者が遊びに来ています。
　楽しい遊びと出会いがいっぱいあります。

▽場所　�西ふれあいセンター分館

▽ �利用日　月曜日～金曜日 ( 土 ･ 日 ･ 祝日・
出張つどいの広場開催日は、休み )�

▽時間　午前 9 時～午後 3 時まで

▽ �利用料金　月額 300 円（1 回利用の時は
100 円。4 回目からは、無料）

▽対象
　0 歳～就学前までの子どもとその保護者

▽問い合わせ先
　つどいの広場専用電話 ( ４３‐９１１２）

子
育
て
支
援
事
業

｢

つ
ど
い
の
広
場
に
　
遊
び
に
き
て
ね
。｣

近鉄大福駅
至八木駅

至JR香久山駅 至JR桜井駅
伊勢街道

第 1保育所

池田墓地

吉備交差点至橿原方面 国道165号

桜井西幼稚園

至桜井方面

至橿原方面

点滅信号

至明日香

至田原本
大福交番

至西之宮 市道大福粟殿線 至桜井市街

近鉄大阪線 至桜井駅

桜井西
ふれあいセンター分館
桜井西
ふれあいセンター分館

食
品
表
示
に
関
す
る
情
報
提

供
・
問
い
合
わ
せ
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食

品
を
購
入
す
る
と
き
、
そ
の
選
択

に
役
立
つ
重
要
な
情
報
で
す
。

　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
「
食
品
表
示

１
１
０
番
」
を
設
置
し
、
食
品
の

偽
装
表
示
や
不
審
な
食
品
表
示
に

関
す
る
情
報
、
食
品
の
表
示
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
等
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
農
政
局

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
表
示
・
規

格
担
当
「
食
品
表
示
１
１
０

番
」（

０
７
４
２
‐
32
‐

１
８
７
７
）　　
　

�【
農
林
課
】

屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間

　

奈
良
県
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺

産
と
一
体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
・
歴
史

景
観
と
調
和
し
た
屋
外
広
告
景
観

を
創
造
す
る
た
め
、
次
の
取
組
を

連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

①�

景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
屋

外
広
告
物
の
追
放

②�

屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
お
よ

び
屋
外
広
告
物
制
度
の
周
知

③�

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
い

景
観
づ
く
り
の
推
進

④�

周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た
屋
外

広
告
物
の
掲
出

　

な
お
、
屋
外
広
告
業
を
営
む
場

合
は
奈
良
県
知
事
の
登
録
が
必
要

で
す
。
看
板
等
の
設
置
の
際
は
必

ず
登
録
事
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
を
掲
出

す
る
場
合
に
は
桜
井
市
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。�　
【
都
市
計
画
課
】

こ
ん
に
ち
は
！

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
で
す

　

児
童
福
祉
課
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

が
す
こ
や
か
に
育
ち
、
楽
し
ん
で

子
育
て
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
貫

と
し
て
、
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭
に
、
保

育
士
と
看
護
師
が
訪
問
す
る
「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長

を
一
緒
に
確
認
（
身
長
・
体
重
測

定
）
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
の

相
談
を
受
け
た
り
、
子
育
て
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
対
象
の
お
子
さ
ま
宅

に
は
、
訪
問
前
に
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、児
童
福
祉
課
ま
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
児
童
手
当
現
況
届

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
５
月
下
旬
に
用
紙
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
届
の
提
出

が
な
い
と
10
月
以
降
の
手
当
が
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急

に
児
童
福
祉
課
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
手
当
支
給
月　

６
月
・
10
月
・

２
月
の
そ
れ
ぞ
れ
15
日
（
土
・
日
・

祝
日
の
場
合
は
、そ
の
前
の
平
日
）

に
、
各
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
支
払
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

児
童
福
祉

課
こ
ど
も
福
祉
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
８
１
）

【
児
童
福
祉
課
】
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募集

自衛官募集
種目 資格 受付期間 試験期日

防衛医科
大学校医
学科学生

高卒（見込
含 ）21 歳
未満の男女

9月 5
　～ 30 日

1次
11 月 1・2日
2次
12 月 17 ～ 19 日

防衛医科
大学校看
護学科学
生（自衛
官コース）

1次
10 月 18 日
2次
11 月 29・30 日

防衛大学
校学生

高卒（見込
含 ）21 歳
未満の男女
（推薦のみ、
成績優秀か
つ生徒会活
動等に顕著
な実績を納
め、学校長
が推薦でき
る者）

推薦
9月 5
　～ 9日

9月 27・28 日

総合選抜
9月 5
　～ 9日

1�次
9�月 27�日
2�次
11�月 1・2�日

一般（前期）
9月 5
　～ 30 日

1�次
11�月 8・9日
2�次
12�月 9�～ 13 日

詳しくは、自衛隊天理募集案内所（ 0743 ‐ 63 ‐
2540・ホームページ http://www.mod.go.jp/pco/nara・
Ｅメール�hq1-nara@pco.mod.go.jp）まで。　　【市民課】

第
50
回
芸
術
芸
能
祭
桜
井
市
展

募
集
の
お
知
ら
せ

　

桜
井
市
展
の
開
催
要
項
に
つ
い

て
は
、
社
会
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
８
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
「
わ
か
ざ
く
ら
」
10
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。　

�　
【
社
会
教
育
課
】

ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ

『
第
２
回
桜
井
市
場
（
い
ち
ば
）

～
ん
』
出
店
者
募
集
！

　

市
商
工
会
青
年
部
で
は
本
市
の

「
美
味
い
も
の
」を
発
掘
、宣
伝
し
、

飲
食
店
の
繁
盛
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
来
春
、
市
内

飲
食
店
を
対
象
に
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
を
開
催
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
だ
今
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
出

店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�
日
時　

平
成
27
年
３
月
15
日

（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

芝
運
動
公
園

▽
申
込
締
切
日　

11
月
30
日（
日
）

※�

申
込
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
11
月
28
日
（
金
）
午
後
５

時
ま
で
。

「
説
明
会
」
平
成
27
年
１
月
予
定

※�

出
店
者
は
、
説
明
会
に
参
加
で

き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※�

出
店
者
は
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市

商
工
会
事
務
局
（

43
‐

０
１
３
１
）　　

�【
商
工
振
興
課
】

第
42
回
奈
良
県
障
害
者
作
品
展

に
出
品
を

▽�

出
品
資
格　

県
内
在
住
の
障
が

い
者
（
児
）

▽�

種
目　

絵
画
、
写
真
、
書
道
、

工
芸
、
手
芸
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

タ
イ
プ
ア
ー
ト　

※
１
人
１
点

▽�

申
込
期
限　

９
月
12
日
（
金
）　　

（
作
品
提
出
期
限
は
11
月
14
日
）

▽�

申
込
・
作
品
提
出
先　

社

会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２
・
２
７
３
）

▽�

展
示
期
間
・
時
間　

11
月
29
日

（
土
）
～
12
月
４
日
（
木
）
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
12
月
１
日
（
月
）
は
休
館

※�

12
月
４
日
（
木
）
は
正
午
ま
で

▽�

展
示
場
所　

奈
良
県
文
化
会
館　

展
示
室
Ａ
、
Ｂ
お
よ
び
特
別
展

示
室
（
奈
良
市
登
大
路
町
６
‐

２
）　　
　
　

�【
社
会
福
祉
課
】

平
成
26
年
度

県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

▽�

日
時　

11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

▽�

申
込
方
法　

最
寄
り
の
市
町
村

下
水
道
主
管
課
に
受
験
申
込
書

を
提
出

▽�

受
付
期
間　

８
月
25
日
（
月
）

～
９
月
５
日
（
金
）
ま
で

▽�
受
験
手
数
料　

８
、５
０
０
円

※�
受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）
が

あ
り
ま
す
。
受
験
講
習
受
講
手

数
料
３
、０
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
。

※�

試
験
・
受
験
講
習
に
伴
う
テ
キ

ス
ト
お
よ
び
問
題
集
は
別
途
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

（

42
‐
９
２
１
１
内
線
41
・

49
）　　
　
　

�　
【
下
水
道
課
】

女
性
消
防
団
員
募
集

　

桜
井
市
消
防
団
で
は
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
た
だ
け

る
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

主
な
活
動
内
容　

火
災
予
防
・

地
域
防
災
に
関
す
る
広
報
、
応

急
手
当
の
普
及
活
動
、
災
害
時

の
後
方
支
援
等
。

▽�

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

以
上
45
歳
未
満
の
健
康
な
女
性

▽�

応
募
方
法　

入
団
申
請
書
（
危

機
管
理
課
で
受
け
取
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
持
参
（
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
受

付
）
ま
た
は
郵
送
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

危
機

管
理
課
消
防
団
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
０
８
）

【
危
機
管
理
課
】
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‐
毎
月
１
日
は

「
桜
井
安
全
・
安
心
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
‐

   【
危
機
管
理
課
】

《7月分》

第
10
回
桜
井
市
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア　

様
１
５
、８
７
０
円

善
意
銀
行

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

▽�

預
け
入
れ
先　

善
意
銀
行

（
社
会
福
祉
協
議
会
内　

大

字
桜
井
５
３
５
‐
１

42
‐

２
７
２
４
）・
社
会
福
祉
事
務

所�　
　

��【
社
会
福
祉
協
議
会
】

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場所 予約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1 週間前の火曜日の午前
9時 30 分から電話で奈良弁護士会
へ。（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25 分間〉

9月 11 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
9月 1 日（月）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言な
どの相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40 分間〉

① 9月 12 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①9月2日（火）午前8時30分以降
②9月10日（水）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】

② 9月 25 日（木）
13：00 ～ 16：20

税理士に
よる
税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5名・各 30 分間〉

9月 17 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
9月 3 日（水）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40 分間〉

9月 26 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2階
相談室

要

9 月 12 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係
へ。（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・
多重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 9月 10 日（水）

13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】
※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　�【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引
きこもりなどの相談

9月 1日～ 30 日
（日・祝日除く）
��9：00 ～ 18：00

桜井駅前
南口エルト
桜井 2階

不要 若者サポートステーションやまと（ 44‐2055）������������【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』

人権に関わる様々な悩み
ごと

9月 17 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42 ‐ 9111 内線 561）

【人権施策課】

女性相談

女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ド
メスティックバイオレン
スなど）

９
月
22
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課
男女共同参画係へ。
（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐9111
（内線 564）不要

募金・相談
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催し・講座（市内）

　桜井宇陀広域圏域にある、記紀・万葉にゆかりが深い観光資
源を巡りながら、桜井宇陀の本物を見て感じていただくことに
よりその「奥行き・深み」を味わってみませんか。
�
『宇陀に流れる神秘的な大人の時間』
第１回　観光探訪　「宇陀編」大宇陀と室生をめぐる旅
９月 28 日（日）近鉄榛原駅　午前９時 15 分集合
阿騎野散策～室生寺拝観・写経体験～龍穴神社参拝

『美味しいとこ取り桜井贅
ぜい

味
まい

」
第２回　観光探訪　「桜井編」　三輪と初瀬をめぐる旅
10 月 18 日（土）ＪＲ三輪駅　午前８時 45 分集合
大神神社参拝～そうめん作り体験～泊瀬散策～長谷寺特別拝観

▽ �参加費　各回 3,500 円　（昼食代、拝観料、体験費用等実費
含む。※当日徴収）�

▽募集人数　各回 80 人（先着順）� � � �

▽ �申込方法　往復ハガキに参加を希望される回（第１回・第２
回・両方）、参加者全員（１枚２人まで）の住所・氏名・年
齢・電話番号並びに返信用の宛名（代表者の住所・氏名）を
記入のうえ、桜井宇陀広域連合事務局観光探訪係（〒 633 ‐
0021 大字倉橋 2116 ‐ 2）へ郵送にて申込んでください。

▽申込締切　９月 12 日（金）

▽問い合わせ先　桜井宇陀広域連合（ 44 ‐ 1444）

【桜井宇陀広域連合】

第
52
回

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

９
月
11
日
（
木
）

　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　

ピ
ア
ノ
で
綴
る
音
楽
の

旅
▽�

出
演
者　

レ
ガ
ー
テ
（
芦
田
佳

子
さ
ん
・
小
城
眞
佐
子
さ
ん
・

岡
橋
容
子
さ
ん
・
宮
田
眞
理
さ

ん
）

▽
費
用　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
を
考
え

る
桜
井
市
民
の
会
（

０
９
０

‐
６
７
５
１
‐
５
７
０
８
）

�

文
化
講
演
会

▽
日
時　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館

▽
内
容　
「
笑
い
が
い
ち
ば
ん
」

※
手
話
通
訳
あ
り

▽�

講
師　

落
語
家　

林
家
花
丸
さ

ん　
▽
費
用　

無
料

▽
定
員　

１
、２
０
０
人

▽�

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
月
）

～
10
月
６
日
（
月
）〈
必
着
〉

▽�

申
込
方
法　

１
人
１
枚
の
ハ
ガ

キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
①
文
化
講

演
会
申
込
②
住
所
③
氏
名
④
年

齢
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
左
記
申
込
先
へ
。
申
込
締

切
後
、受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
電
話
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社

会
教
育
課
（
〒
６
３
３
‐

８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２

番
地

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
８
・
FAX�
45
‐
０
９
６
２
）　

【
社
会
教
育
課
】

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ロ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す　

ア
フ

リ
カ
の
人
々
」

　

世
古
さ
ん
が
見
た
コ
ン
ゴ
と
い

う
国
、
そ
し
て
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス

語
を
話
す
人
た
ち
と
は
!?

▽�

日
時　

９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▽
講
師　

世
古
昌
人
さ
ん

▽�

場
所　

ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー　

第
４
研
修
室

▽
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
費
用　

無
料

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

行
政

経
営
課
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
２
５
６
）　�【
行
政
経
営
課
】

第
35
回

桜
井
市
児
童
生
徒
木
工
工
作
展

▽�

期
間　

９
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
15
日
（
月
・
祝
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　

木
材
振
興
セ
ン
タ
ー
あ

る
ぼ
～
る
（
大
字
粟
殿
３
５
５
）

▽�

内
容　

市
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
木
工
作
品
の
展
示

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

桜
井
木
材
協

同
組
合
（

42
‐
３
５
３
５
）　

【
学
校
教
育
課
】

市
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
人
に
対
し
て
、
追
悼

の
意
を
表
し
、
そ
の
冥
福
を
祈
念

す
る
た
め
挙
行
し
ま
す
。

▽�

日
時　

10
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

▽
場
所　

市
民
会
館

※
手
話
通
訳
有
り【

社
会
福
祉
課
】

桜
井
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

の
開
催
に
つ
い
て

▽�

日
時　

10
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時　

受
付

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分　

開
会

▽�

場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▽�

テ
ー
マ　
「
一
人
ひ
と
り
が
そ

の
ひ
と
ら
し
く
生
き
る
社
会
を

め
ざ
し
て
」

▽�

講
師　

解
放
社
会
学
研
究
所　

江
嶋
修
作
さ
ん

▽
費
用　

無
料　
【
人
権
施
策
課
】

観 光 探 訪
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催し・講座（市内）

山の辺の道美化促進協議会主催
「山の辺の道クリーンハイキング」

▽日時　10 月５日（日）
※小雨決行

▽受付　午前９時 30 分～ 10 時
　桜井駅北口広場（当日受付）随時出発

▽費用　無料

▽ �コース（約８㎞）　桜井駅→仏教伝来の地碑→金
屋の石仏→平等寺→大神神社→玄賓庵→桧原神社
→景行天皇陵→祟神天皇陵→天理市トレイルセン
ター（ゴール・おもてなしコーナー・自由解散）
→柳本駅

　受付でごみ袋をお渡しします。山の辺の道を掃除
しながらゴールを目指してください。ゴール会場に
て地元特産品等が当たる抽選会があります。

▽ �問い合わせ先　観光まちづくり課（ 42 ‐
9111内線 342）　　　　�　  【観光まちづくり課】

市
観
光
協
会
主
催
事
業

①�

拓
本
教
室

　

は
じ
め
て
の
人
で
も
一
回
の
受

講
で
美
し
い
拓
本
が
と
れ
る
よ
う

に
教
え
ま
す
。

▽�

日
時　

９
月
10
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午　

▽
場
所　

市
立
図
書
館

▽
参
加
費�　

３
０
０
円

▽�

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
の
う

え
、
市
観
光
協
会
（
〒
６
３
３

‐
０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０

‐
２
商
工
会
館
内
）
ま
で
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX�
42
‐
７
５
３
０
）�

②�

大
和
の
古
道
紀
行　

二
上
山
に

沈
む
夕
日
を
視
る
ハ
イ
キ
ン
グ

　

二
上
山
に
沈
む
夕
日
を
古
代
万

葉
人
も
眺
め
た
で
あ
ろ
う
三
輪
山

麓
（
井
寺
池
）
で
眺
め
ま
す
。
沈

む
夕
日
を
視
た
後
は
山
の
辺
の
道

を
提
灯
で
足
元
を
照
ら
し
な
が
ら

巻
向
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。
参
加
者

に
ち
ょ
う
ち
ん（
ろ
う
そ
く
付
き
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▽�

日
時　

10
月
３
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
６
時（
雨
天
中
止
）

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　

午
後
２
時
・
JR
桜
井
駅

▽�

解
散
時
間
・
場
所

　

午
後
６
時
・
JR
巻
向
駅

▽
費
用　

�

４
０
０
円

▽�

コ
ー
ス
（
約
７
㎞
）　

仏
教
伝

来
之
地
碑
→
大
神
神
社
→
桧
原

神
社
→
井
寺
池

▽�

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

性
別
を
記
入
の
う
え
、
市
観
光

協
会
（
〒
６
３
３
‐
０
０
６
３　

大
字
川
合
２
６
０
‐
２
商
工
会

館
内
）
ま
で
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX�
42
‐
７
５
３
０
）�

③�

万
葉
ゆ
か
り
の
地　

味う
ま

酒ざ
け

三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
21
日
（
日
）

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　

午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽
費
用　

無
料

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）　

三
輪
駅�

→�

大
神
神
社�

→�

大
美
和
の
杜

展
望
台�

→�

三
輪
茶
屋
趾
→�

恵

比
須
神
社�

→�

古
い
商
家
街
並

み�

→�

三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX�
42
‐
７
５
３
０
）�

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
主
催

活
き
活
き
講
座

◆�

自
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

～
向
き
合
い
力
醸
造
講
座
～

▽�

講
師　

大
門
真
生
さ
ん
（
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
醸
造
ト
レ
ー
ナ
ー

米
国
Ｎ
Ｌ
Ｐ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ク

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
）

▽�

日
時　

９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

▽�

場
所　

桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん

店
）

▽
申
込
締
切
日　

９
月
13
日（
土
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電

話
で
、
三
宅
嘉
彦
（
大
字
桜

井
１
０
０
０
ヘ
ア
ー
モ
ー
ド

サ
ロ
ン
ミ
ヤ
ケ

０
９
０
‐

３
０
５
０
‐
０
７
７
１
）
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
56
回

鎮
守
の
森
を
観
に
行
こ
う
か
い

～
磯
城
の
里
を
巡
り
歩
く
～

▽�

日
時　

９
月
28
日
（
日
）

※
雨
天
決
行

▽�

集
合
時
間
・
場
所

午
前
８
時
20
分
・
近
鉄
桜
井
駅

南
口
前
広
場

午
前
８
時
50
分
・
近
鉄
笠
縫
駅

前
広
場

※�

森
と
ふ
れ
あ
う
市
民
の
会
の
旗

が
目
印

▽
定
員　

50
名
（
申
込
先
着
順
）

▽�

費
用　

４
０
０
円
（
資
料
代
・

謝
礼
等
含
む
。
中
学
生
以
下
は

無
料　

当
日
徴
収
）

▽�

コ
ー
ス　

桜
井
駅
→
笠
縫
駅
→

秦じ
ん

楽ら
く

寺じ
（
秦
庄
）→
多お

お

神
社（
多
）

→
福
祉
パ
ー
ク
→
藤
田
養
蜂
場

（
薬
王
寺
）
→
藤
井
椎
茸
園
→

蓮
休
寺
→
八
幡
神
社
→
保ほ

津づ

環

濠
集
落
→
孝こ

う

霊れ
い

神
社
→
法
楽
寺

（
黒
田
）
→
黒
田
大
塚
古
墳
→

近
鉄
黒
田
駅

▽�

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

等
▽�

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
森
と

ふ
れ
あ
う
市
民
の
会
事
務
局

（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大
字

三
輪
５
１
２
三
輪
座
内
）
ま
で

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

森
と
ふ
れ
あ

う
市
民
の
会
事
務
局
（

49
‐

３
８
１
８
）

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】
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催し・講座（市内・市外）

お
り
が
み
講
座

　

～
お
り
が
み
で
作
る

　
　
　
　
　
　

季
節
の
色
紙
～

▽
日
時　

９
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

▽
対
象　

市
内
在
住
の
人

▽
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

▽
講
師　

岡
田
幸
与
さ
ん

▽�

作
品　

月
見
う
さ
ぎ

▽
材
料
費　

３
５
０
円

▽
申
込
締
切
日　

９
月
17
日（
水
）

▽�

申
込
方
法　

材
料
費
を
そ
え
て

中
央
公
民
館
窓
口
へ
。

※�

電
話
で
の
申
込
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
月･

火
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央

公
民
館
（

45
‐
０
９
６
５
）

【
中
央
公
民
館
】

希
望
の
風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Part
Ⅳ
～
室
内
合
奏
と
オ
ペ
ラ

を
楽
し
む
～

▽
日
時　

10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分　

開
場

　
　
　
　

午
後
２
時　

開
演

▽�

場
所　

市
民
会
館

▽
内
容

・�

第
Ⅰ
部　

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団
「
カ
ル

メ
ン
組
曲
」
よ
り
前
奏
曲　

Ｇ
．
ビ
ゼ
ー　

他

・�

第
Ⅱ
部　

桜
井
市
音
楽
協
会　

オ
ペ
ラ「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」

▽�

入
場
料　

一
般
（
前
売
）
１
、

７
０
０
円　

他

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
会
館

（

45
‐
０
９
６
４　

月
・
火

曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）　　
　

�����【
市
民
会
館
】

第
１
回
飛
鳥
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

開
催
決
定
！

　

気
の
合
う
仲
間
で
チ
ー
ム
を

作
り
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
42
・

１
９
５
km
）
を
た
す
き
で
リ
レ
ー

し
て
い
き
ま
す
。
学
校
や
会
社
の

仲
間
、
ご
近
所
、
家
族
で
絆
を
深

め
よ
う
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
！
婚
活

チ
ー
ム
も
結
成
し
ま
す
。
う
ま
い

も
ん
コ
ー
ナ
ー
や
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
も
同
時
開
催
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
も
参
加
し
ま
す
！

▽�

日
時　

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
ス
タ
ー
ト

▽�
場
所　

橿
原
運
動
公
園
ま
ほ
ろ

ば
広
場
周
辺

▽�

コ
ー
ス　

公
園
内
１
周
1.5�

km
の

遊
歩
道
コ
ー
ス

▽�

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人

～
10
人

▽�

部
門

・
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
部

・�

飛
鳥
の
部
（
一
般
・
小
中
学
生

含
む
）　

・�

婚
活
の
部
（
事
務
局
で
チ
ー
ム

編
成
し
ま
す
）

▽�

費
用　

大
人
２
、０
０
０
円

　

小
中
学
生
１
、０
０
０
円

　
（
食
券
５
０
０
円
付
）

※
参
加
者
全
員
に
記
念
品
有
り

▽�

持
ち
物　

飲
料
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装
、
そ
の
他
各
自

必
要
な
物

▽�

申
込　

９
月
18
日
（
木
）
ま

で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

込
。
飛
鳥
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

（http://asuka-rm
.info/

）
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ポ
ル
ベ
ニ
ル
カ
シ
ハ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（

29
‐

１
４
５
８
）�　
【
行
政
経
営
課
】

「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団
体
験

集
会
」
～
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

▽�

日
時　

９
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

▽�

場
所　

宇
陀
市
榛
原
鳥
見
山
公

園
▽�

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
タ
オ

ル
、
帽
子
、
活
動
し
や
す
い
服

装
、
軍
手
、
食
器
セ
ッ
ト

▽�

対
象　

就
学
１
年
前
～
小
学
３

年
生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

５
組
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
野

（

・
FAX�
47
‐
７
８
１
８
）

▽
申
込
締
切　

９
月
13
日
（
土
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（toto

）

助
成
事
業
・
桜
井
宇
陀
サ
ッ

カ
ー
教
室
開
催

▽�

日
時　

９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時

　
　
　
　

～
午
後
３
時

▽�

場
所　

御
杖
小
学
校

運
動
場
（
御
杖
村
菅

野
）

▽�

参
加
対
象
者　

圏
域

内
（
桜
井
市
・
宇
陀

市
・
曽
爾
村
・
御
杖

村
）
に
住
所
を
有
す
る
４
、５

歳
～
中
学
生
（
サ
ッ
カ
ー
未
経

験
者
や
男
・
女
は
問
い
ま
せ

ん
）

▽
参
加
費　

無
料

▽�

申
込
方
法　

封
書
に
よ
り
（
結

果
連
絡
用
「
官
製
ハ
ガ
キ
」

同
封
の
う
え
）、
桜
井
宇
陀

広
域
連
合
サ
ッ
カ
ー
教
室
係

（
〒
６
３
３
‐
０
０
２
１�

大
字

倉
橋
２
１
１
６
‐
２
）
ま
で
。

参
加
申
込
書
お
よ
び
参
加
承

諾
書
は
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
込
締
切
日　

９
月
12
日

（
金
）（
先
着
順
60
人
）

※�

詳
し
く
は
、
桜
井
宇
陀
広
域

連
合
サ
ッ
カ
ー
教
室
係
（

44
‐
１
４
４
４
）
へ
。

【
社
会
教
育
課
】

燃やせるごみおよび資源物
の特別収集について

　９月 15 日（月・祝）は敬
ハッピーマンデー※

老の日
ですが、平常どおり月・木曜コー
スの燃やせるごみおよび火・金曜
コースの資源物を収集しますので、
クリーンカレンダーで確認してく
ださい。

▽ �問い合わせ先　環境部業務課（
４５ ‐ ２００１）　

※�ハッピーマンデー制度とは、日本

において国民の祝日の一部を従

来の日付から特定の月曜日に移

動させる制度をいいます。

�【環境部】
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「伊勢本街道観光マラソン in 御杖」
＆「ふるさと物産展」開催のお知らせ

　古の時代、倭
やまとひめのみこと

姫命が天照大神をお奉りする場
所を探して、旅したとされる伊勢本街道。その
候補地として「杖」を残したとされる御杖村を
舞台に、歴史・自然風景を楽しみながら走る伊
勢本街道観光マラソンを開催します！
　マラソン後に行われる開会式では、よさこい
チーム「桜

お か め

花女」による演舞や、ゆるキャラステー
ジが開催されます！
　また、桜井宇陀地域自慢の特産品が出そろう
ふるさと物産展も同時開催します。皮製品小物

（桜井市）・よもぎあんまき（宇陀市）・曽爾高原
力うどん（曽爾村）・御杖ブレンドコーヒー（御
杖村）など多数出品。
　みなさんのお越しをお待ちしています。
※マラソンの参加者募集は終了しています。
※この伊勢本街道観光マラソンは、（一財）自治
総合センターの宝くじ助成を受けて実施します。

▽日時　９月 23 日（火・祝）

▽場所　道の駅「伊勢本街道　御杖」

▽時間　午前 10 時　開会式
　　　　午後０時 30 分　閉会式
※�ふるさと物産展は午前 10 時～午後３時まで。

▽ �問い合わせ先　桜井宇陀広域連合（ 44 ‐
1444）　　　　　　�　�����【桜井宇陀広域連合】

催し（市外）

今月の市税・保険料
納期限は９月 30日（火）です。

保険税
■国民健康保険税〈３期分〉
保険料
■介護保険料〈３期分〉
■後期高齢者医療保険料〈３期分〉

※�

納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動
さ

れ
て
い
る
方
へ
！
★
就
職
率

84
・
６
％
（
Ｈ
24
実
績
）
★

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良
で

は
、
近
日
開
講
科
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽�

訓
練
科
名　

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
②
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科　

③
金
属
加
工
科

▽�

対
象　

仕
事
を
探
し
て
い
る
人

（
③
の
み
概
ね
40
歳
未
満
）

▽
定
員　

①
②
16
名
③
18
名

▽�

訓
練
期
間　

12
月
１
日
～
平
成

27
年
５
月
29
日
（
③
は
平
成
27

年
６
月
29
日
ま
で
）

▽�

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
奈
良
（
橿
原
市
城
殿
町

４
３
３
）
無
料
駐
車
場
あ
り

▽�

費
用　

無
料
（
教
科
書
代
等
は

実
費
負
担
）

▽�

募
集
期
間　

９
月
29
日
～
10
月

31
日

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
奈
良
（

22
‐

５
２
２
６
）

就
活
サ
ロ
ン

～
就
活
仲
間
と
情
報
交
換
～

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
活
動
を
通
じ

て
、
就
活
の
基
本
・
自
己
分
析
・

自
己
理
解
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・

企
業
研
究
の
仕
方
等
を
身
に
つ

け
、
就
職
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
っ
た
仲
間
と
共
に
早
期
就
労
を

め
ざ
す
場
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽�

場
所　

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
（
奈

良
市
西
木
辻
町
93
‐
６
）

▽�

対
象
者　

お
お
む
ね
35
歳
未
満

の
若
年
求
職
者

▽�

申
込　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
左
記
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
随
時
申
込
を
受
付

け
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

な
ら
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
（
一
社
）
奈
良

経
済
産
業
協
会
（
奈
良
市
西

木
辻
町
93
‐
６
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
内

０
７
４
２
‐
20
‐

２
２
１
０
・
FAX�
０
７
４
２
‐
20

‐
２
２
１
５
）

企
業
合
同
説
明
会

　

県
内
の
求
人
企
業
約
18
社
が
就

職
希
望
者
に
対
し
て
会
社
概
要
や

求
人
内
容
等
を
説
明
す
る
「
企
業

合
同
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無

料
職
業
紹
介
所
登
録
面
談
も
で
き

ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で

す
。
開
催
時
間
内
に
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽�

日
時　

９
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

▽�

場
所　

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
（
奈

良
市
西
木
辻
町
93
‐
６
）

▽�

対
象
者　

お
お
む
ね
45
歳
未
満

の
求
職
者
お
よ
び
平
成
27
年
３

月
大
学
等
卒
業
予
定
者

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

な
ら
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ　
（
一
社
）
奈
良

経
済
産
業
協
会
（
奈
良
市
西

木
辻
町
93
‐
６
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
内

０
７
４
２
‐
20
‐

２
２
１
０
・
FAX�
０
７
４
２
‐
20

‐
２
２
１
５
）【
商
工
振
興
課
】

犬の飼い主のみなさんへのお願い
犬のしつけやフンの処理は飼い主のマナーで
す。一人のマナーの低下により、周囲には多
大な迷惑がかかります。犬の散歩時にはフン
を処理する道具を持参し、飼い主が責任を
持って後片付けをしましょう。また、犬・猫
のご相談などは、動物愛護セン
タ ー（ 0745 ‐ 83 ‐ 2631）
へ問い合わせてください。
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催し（市外）

県
立
二
階
堂
養
護
学
校
の
教
育

相
談
・
体
験
学
習
に
つ
い
て 

　

障
が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学
や
療

育
・
教
育
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
・

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
教
育
相
談�

実
施
日　

〈
小
学
部
〉

毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

毎
週
月
・
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時

〈
中
学
部
〉

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
40
分
～
正
午

〈
高
等
部
〉

平
日

午
前
９
時
40
分
～
11
時
40
分

▽
体
験
学
習
実
施
日

〈
小
学
部
〉
※
来
年
度
就
学
幼
児

　

10
月
24
日
（
金
）

〈
中
学
部
〉　

火
・
木
・
金
曜
日

（
個
別
に
随
時
実
施
）

〈
高
等
部
〉
個
別
に
随
時
実
施

※�

い
ず
れ
も
、
電
話
で
の
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
教
育

相
談
に
つ
い
て
他
の
曜
日
を
希

望
す
る
場
合
は
、
要
相
談
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
二
階
堂
養
護
学
校
（

０
７
４
３
‐
64
‐
３
０
８
１
）

明
日
香
養
護
学
校　

体
験
学
習

（
小
学
部
）
に
つ
い
て

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、

平
成
27
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）

を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
幼
児

児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
本

校
の
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て

の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
県
内
全
域
を

対
象
に
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
障
が
い
が
重
い
、
病
気
な
ど

健
康
上
の
理
由
、
あ
る
い
は
家
庭

の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学
す
る

こ
と
の
困
難
な
児
童
の
家
庭
に
教

員
が
訪
問
し
て
行
う
教
育
で
す
。

〈
小
学
部
〉

▽��

日
時　

10
月
17
日
（
金
）

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

（
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象

・�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児

童
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

・�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ

る
幼
児
児
童
と
保
護
者
お
よ
び

関
係
者
（
当
日
参
加
の
困
難
な

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

▽
申
込
締
切　

10
月
３
日
（
金
）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
明
日
香
養
護
学
校
（

54

‐
３
３
８
０
）【
学
校
教
育
課
】

　

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
は
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
人
は
家
族
と
し
て
大
切
に

育
て
て
い
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

「
動
物
を
飼
う
」
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
考
え
ず
に
買
っ
て
し
ま

い
、「
吠
え
る
か
ら
」「
大
き
く
な
っ

た
か
ら
」「
病
気
に
な
っ
た
か
ら
」

「
飽
き
た
か
ら
」「
歳
を
と
っ
た
か

ら
」「
子
ど
も
を
産
ん
で
増
え
た

か
ら
」「
引
っ
越
す
か
ら
」
と
い
っ

た
身
勝
手
な
理
由
で
、
保
健
所
や

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

だ
り
捨
て
た
り
す
る
人
が
あ
と
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ

れ
た
犬
猫
は
、
数
日
で
殺
処
分
さ

れ
ま
す
。
安
楽
死
で
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
が
炭
酸
ガ
ス
に
よ
る
窒
息

死
で
す
。
何
十
分
も
苦
し
ん
で
苦

し
ん
で
死
ん
で
い
き
ま
す
。
平
成

24
年
度
に
は
、
16
万
頭
も
の
犬
や

猫
が
無
責
任
な
人
間
の
せ
い
で
殺

処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
罪
の
な
い
不
幸
な

動
物
を
減
ら
そ
う
と
、
捨
て
ら
れ

た
動
物
を
保
護
し
た
り
保
健
所
か

ら
引
き
取
っ
た
り
し
て
、
新
し
い

飼
い
主
を
探
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

放
っ
て
お
い
た
ら
殺
処
分
さ
れ
て

し
ま
う
動
物
の
譲
渡
を
、
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
簡
単
に
買
っ
て
簡
単
に
捨
て

る
人
が
い
る
限
り
、
殺
処
分
さ
れ

る
動
物
は
い
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

動
物
を
飼
お
う
と
す
る
と
き
、

ペ
ッ
ト
が
寿
命
を
迎
え
る
ま
で
愛

情
を
持
っ
て
世
話
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り
考
え

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
飼
う
と

決
め
た
と
き
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
買
う
と
い
う
選
択
以
外
に
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
や
里
親
を
探

し
て
い
る
人
な
ど
か
ら
譲
り
受
け

て
飼
う
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。【

人
権
施
策
課
】

（221）

人
権
コ
ー
ナ
ー

買
わ
ず
に
飼
う
と
い
う
選
択
を

人
権
コ
ー
ナ
ー
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スポーツ・お知らせ

第 21 回　桜井市環境フェア

▽日時　10 月 26 日（日）午前 10 時～午後３時

▽会場　桜井市グリーンパーク　雨天決行

◆内容
・式典（優秀作文発表・表彰式）
・演奏会・リサイクル品抽選会・エコ商品等抽選会
・リサイクル品展示・実演コーナー
・市のとりくみコーナー
・�空きカン、牛乳パック、ペットボトルの資源物を
ひとり５個以上持ってきて、お祭り屋台や抽選会
の参加券に換えよう！

◆�環境川柳の募集（ごみ問題など環境に関する川柳
を募集します。）
　ハガキまたはＦＡＸで川柳作品・住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号を記入のうえ、右記の申込先
まで応募してください。（10 月 17 日（金）必着）
　入選作品３点を選定し、作品・氏名を環境フェ
ア当日のステージにて発表し、広報 12 月号に掲
載します。あわせて図書カードもプレゼント。

◆  リサイクルショップ出店者募集
　リサイクルショップ出店希望の人は、ハガキに、
住所・氏名 ･ 年齢・電話番号 ･ 出店品名を記入の
うえ、９月５日（金）までに下記まで申込んでく
ださい。出店希望多数の場合は抽選となります。

※�雨天の場合は、リサイクルショップは中止となり
ます。

※�出店料 1,000 円が必要です。雨天等中止の場合は
返金します。
◆�申込先　桜井市環境フェア実行委員会事務局
（ 〒 633 ‐ 0052 大 字 浅 古 485‐1・FAX45 ‐
2002）

◆問い合わせ先　環境部業務課（ 45 ‐ 2001）
※�当日、桜井駅北口と倉橋ため池臨時駐車場から、

会場へのシャトルバスを運行します。
★�詳しくは広報「わかざくら」10 月号をご覧くだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　　��【環境部】
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　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」の中から、桜井市箸中にある「箸墓
古墳」に行ってきたよ～。

　箸墓古墳は、全長約 280m の前方後円墳で、宮内庁に
より倭

やまとととひももそひめのみこと

迹迹日百襲姫命のお墓に指定されているらしい。
　築造時期は 3 世紀半ばと言われていて、この古墳は邪
馬台国の女王卑弥呼のお墓ではないかとも言われている
よ。

　この古墳は、「昼間は人が
造り、夜は神が造った」と
日本書紀に書かれているよ。
　箸墓大池のほとりには、
「大坂に継ぎ登れる石群を　
手越しに越さば　越しのて
むかも」（大坂山に人々が並
んで登って、たくさんの石
を手渡していけば渡せるだ
ろうかなあ）という歌を刻
んだ万葉歌碑が建てられて
いるよ。

「大和さくらい１００選」のプレート発見！

公式ホームページ「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.nara.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課（ 42 ‐ 9111 内線 348）
E-mail：kanko@city.sakurai.nara.jp

【観光まちづくり課】

なんていうか
、

時代を超えた
ご縁を感じる

なぁ…

桜井市農業委員会委員の改選に伴い、新しい農業委員が決定しました
　桜井市農業委員会委員は、選挙で選ばれた公選委員 16 名と市長により選任された選任委員７名（農業協同
組合１名、農業共済組合１名、土地改良区１名、議会推薦４名）の合計 23 名で構成されています。
　現農業委員の任期は、７月 20 日から平成 29 年７月 19 日まで３年間です。農地に関する売買・贈与・貸借・
転用等については、農業委員会に申請または届出が必要となります。各農業委員の担当地域は、市ホームペー
ジ（http://www.city.sakurai.nara.jp）で確認するか、または農業委員会事務局まで問い合わせてください。

▽ 問い合わせ先　農業委員会事務局（ 42‐9111 内線 356）　　　　　　　　　　　　　　　　【農業委員会】

桜  井  市  農  業  委  員  名  簿
　 氏 名 住 所 備 考 氏 名 住 所 備 考
1 岡 田　冨士雄　　委員 大 泉 公 � 選 13 辻 谷　惠 一 委員 上之庄 公 � 選
2 卜 部　好 章 委員 谷 選 任 14 森 本　光 一 委員 大 泉 選 任
3 榊 原　雅 彦 委員 下 公 � 選 15 藤 本　栄 治 委員 修理枝 公 � 選
4 松 田　光 央 委員 大 福 公 � 選 16 木 村　敏 夫 委員 川 合 公 � 選
5 札 辻　幸 雄 委員 白 木 公 � 選 17 藤 本　 豊 委員 大 西 公 選
6 堀 内　成 信 委員 出 雲 選 任 18 工 藤　行 義 委員 大 福 選 � 任
7 橋 本　和 三 委員 倉 橋 公 � 選 19 山 本　德 男 委員 吉 備 【副会長】公選
8 桝 井　利 行 委員 芝 公 � 選 20 箕 輪　 博 委員 吉 隠 公 選
9 東 　 實 委員 慈恩寺 公 � 選 21 上之家　成 和 委員 北音羽 公 選
10 喜 多　正 次 委員 巻野内 公 � 選 22 楠 本　　 照 委員 穴 師 【副会長】選任
11 藤 井　孝 博 委員 初 瀬 選 任 23 杉 本　義 衛 委員 箸 中 【会長】選任
12 太 田　利 彦 委員 江 包 公 � 選



35 広報わかざくら　平成26年９月号

❀桜井市
ＰＨＯＴＯニ ュ ー ス

「子ども文化財教室」
　市立埋蔵文化財センターで子ども文化財教室が小学校
4 ～６年生を対象に開催されました。
　子どもたちは展示見学や、土器の洗浄・接合、勾玉・
管玉・小玉づくり、測量などを体験しました。
　測量体験は上之宮遺跡で行い、復元された遺構を実際
に測量してみました。測量する地点に棒を立て、測量器
具からの位置と距離にしたがって紙に点を書いていき、
最後に点をつなぐ方法で測量をしましたが、本来は数日
がかりで細かく測量するとの説明に参加した子どもたち
は驚いていました。

「ロボットを作って動かしてみたよ」
　奈良工業高等専門学校から講師の先生と、スタッフと
して学生のみなさんを迎え、第３回親子 de ふれあいセ
ミナーを中央公民館で開催しました。
　7 組の親子が参加し、子どもたちはお父さんやお母さ
ん、スタッフのお兄さんに手伝ってもらいながら、リモ
コンで動く６本足の昆虫型ロボットを作りました。
　子どもたちはできあがったロボットを歩き回らせた
り、サッカーをさせたりして自分で作ったロボットに夢
中になっていました。

「桜井市とＪＡＦが観光協定を締結」
　桜井市と日本自動車連盟（ＪＡＦ）奈良支部との観光
協定の締結式が桜井市役所で行われ、松井市長とＪＡＦ
の菊池支部長が協定書を交わしました。
　ＪＡＦと県内自治体との観光協定はこれが初めてで、
桜井市の観光地へのＪＡＦ会員誘致、ＪＡＦドライブ観
光事業におけるタイアップ（地元いちおしドライブコー
スの作成）などで相互に協力していきたいと発表されま
した。

「図書館のお仕事を体験！」
　市立図書館で、４人の小学生が１日図書館員の仕事を
体験しました。毎年行っているもので、本好きの子ども
には憧れのカウンターの中の業務ができるとあって、人
気の企画になっています。
　子どもたちは、順番に本の貸し借りの業務や返却され
た本を棚に戻す作業などを、一つずつ教えてもらいなが
ら真剣な表情で取り組んでいました。この日図書館を訪
れた人は、機械を使ってスムーズに貸出をする子どもた
ちの姿に感心していました。

7/24.25

7/26

7/29

8/3

ＮＥＷＳ❀✿✿
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432-1（
0744-42-9111） ◇市民の動き◇　平成 26 年 7 月 31 日現在（前月比）

〈人口  59,479 人 (-18)〉〈男  28,329 人 (-3)〉〈女  31,150 人 (-15)〉〈世帯数  24,210 世帯 (+26)〉
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